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北大文学部紀要 44-1 (1995) 

中世後期イギリスの聖職禄に関する覚書

講語の分頼・整理一一

東出 功

〈はむめに〉

本稿は表擦に記載の通り，議第「中世後期イギリスの聖職様に関す

一一術舗の分額・整理J (本紀要，通巻第84号， 1995年3丹)の、追補'で

ある。前稿は，次の4節と[付録]とで構成されていた。

1節 ある教護令状の記載 (1470

第2欝 教主義制定法 Exsecrabilis(1317年〉

第3舗 ある教皇令状の記載 (1470年):その2一一室聖堂舷関慌の寄牧繋

職様

4節 、マ-3Jl/"と、プリーンキパーリス'

?最

[付録〕 譲職禄の分類一 r教会法事典』の記述から

聖職禄に隣ずるさまざまな分類については，最後の〔付録]で指摘した。

第3鮪・第4節の爵題における、司牧務経鋒'もそれで，その対額念は Vド

である。しかし前稿執筆の時点では Vド珂牧盟事義援'に関する

史料所見の集約が宛了しておらず，検証は一方の、埼牧聖職禄'だけに欝め

ざるをえなかった。との、i鹿補グは，飽方のワド間牧聖議提'に関する史料

素見である。

本穣の主要な典拠は，次の刊本史料集令ある。
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北大文学部紀要

Great Britain， Public Record Office， 
Calendar 01 Entries in the Pa.μ1 Registers Relating to Great 
Britain and lreland， Papal Letters， 12 volumes. 

これを字義通りにいえば『教皇記録簿摘録一一大ブリテン・アイルランド

関係一一教皇令状編』であり，本稿では『教皇令状簿~ (引用文では Letters)

と略称する。本稿関連の全12巻では第1巻の上限が1198年であり，最後の

第 12巻の下限は 1471年である。

ほかに若干の情報を次の刊本史料集から抽出した。

Great Britain， Pub1ic Record Office， 
Calendar 01 Entries in the Pa.ρal Registers Relating to Greαt 
Britain and lreland， Petitions to the POρe， Volume 1， 1342-1419. 

『教皇記録簿摘録一一大ブリテン・アイルランド関係一一対教皇請願編』で

あり，本稿では『対教皇請願簿~ (引用文ではPetitions)と略称する。これの

既刊は第1巻だけで，第2巻以降はほぼ1世紀を過ぎてなお未刊である。

上記[付録]の『教会法事典』とは，次の 7巻本である。

R. Naz (dir. par)， Dictionnaire de droit canonique， Paris 1935-65， 7 

toロles.

前稿ではその第2巻から，次の項目を概観した。

Guil1aume Mollat， {Division des Benefices} sous {Bennefice Ec-

c1esiastiques} 

本稿は前稿から通算して，第5節になる。

第 5節 いわゆる‘一面的聖職禄。ーー非司牧聖職禄

ギヨーム=モラは上記「聖職禄の分類」において，さまざまな観点からの分

類を列挙している。本稿との関連でその要点だけを反復しておこう。
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中世後期イギリスの聖職禄に関する覚書(追補)

(I) 聖職禄の2大系列区分 (Lesdeux c1asses principales) 

A seculiers 在俗聖職禄

B reguliers 修道会聖職禄

(2) 司牧義務(Iesoin des ames)の有無による区分

C simples (simplicia: non curata) 一面的聖職禄:非司牧聖職禄

D doubles (duplicia: curata) 二面的聖職禄:司牧聖職禄

ある聖職禄が、一面的かか，あるいは、二面的汐か。後に 1917年の教会法

典『コーデクス・ 1917~ では，第 1411 条第 3 項において、聖職禄に固有の職

務のほかに定住義務を帯びるか否か汐の区分がなされる。すなわち、二面的汐

とはその職務遂行義務と定住義務との双方を意味し，定住義務を欠くときは

義務が、一面的'になる。

それに対してモラは，定住義務ではなくて司牧義務の有無によって両者を

区分した。すなわち中世においては，上記の通り、一面的聖職禄グと非司牧

聖職禄とが同義であり，また、二面的聖職禄。とは司牧聖職禄それ自体にほ

かならない。

では、一面的聖職禄グが史料文面でどのように記載されているか。『教皇令

状簿』から若干の事例を引用し，その記載の状況を確認しておこう。

~ 1 参事会関係の非司牧聖職禄:要職参事会員

[lJ “To Ralph Repynton [RepingtonJ， rector of Castre [CaistorJ 
in the diocese of Lincoln. Grant to him .….. who holds the deanery 

[decanatus -<:ご decanus:deanJ of St Chad's [the collegiate church 

of St Chad， Shrewsbury J in the diocese of Lichfield， a sim.ρle office 
wz・thoutcure [of soulsJ (1405)"一一Letters，VI， 50. Cf. also p. 111. 

令状の受給者レイフはケイスタの聖堂区司祭であり，またシュロウズベり

聖チャド在俗参事会聖堂の参事会長でもある。その参事会長職はまずもって

、一面的な'オフィキウムであり，しかも、司牧義務を伴わないグという。斜

体字の文言がそれで、ある。、一面的聖職禄かと、非司牧聖職禄グとが同義でトあ



北大文令部紀要

ることは，今しがた述べたところである。従ってこれは結果として同義語反

様であるが，その反復によって形容認、simpleかがいわば櫛諾であることを

している。

[幻①“…..the saidρrecentorship [of the cathedral church of 
Ki1lala， IrelandJ， which is a sirnPle office without cure…… (1400)" 
-Letters， V， 273盈@“…...the chancellorsh仇 asirnPle office with-

out cure， of St John's [the collegiate church of St John]， Beverley 
(1412)"一一Letters，VI， 427. 金“…… the subdeanery [ of the 

cathedral churchJ of Dunkeld [ScotlandJ， an office .vithout cure 
(sirnplex)…… (1424)"-Letters， VII， 358. @“…… Dunkeld， with the 

subdeanery thereof， an office without cure (sirnplex が々'ciurn)
(1432)"一-Letters， VIII， 422. 

民議議反複は，令状金舎にも見られるG キララ司教践の袈歌欝主管職なら

びにベヴァリ聖ヨハネ在俗参事会翠堂の文醤主管職が、一苦言的聖職禄'であ

りヲド司教襲職様'であるという。令状@や三舎のホシムプレクス'あるいは

‘シムプレクス zオブイキウムグとはこの者本「教皇令状薄J の編者自身の揮

入であり，おそらくラテン語版本の記載を示すものであろう。英語訳の、司

牧義務~伴わないオフィスかとは，その意味を述べたものであろう。いずれ

のばあいも，藤文はもsimplexofficium sine curaかであろうか。なおな告で

は，ダンケノレド奇数箆の参事会長翰能職がそれであるという。

(D"...... the provostship， which is an office without cure 

(simPlex)， of St John's， Beverley… υ (1431)"-Letters， VIII， 343. ② 

‘….. the provostship [of the month of N ovember in the cathedral 

church of Valencia， SpainJ， which is a sirnρlex administration with剛
out cure …… toせlesaid Francis ...... (1460)"一一Letters，XI， 462. 

いずれも、raepositus:provost"すなわち語義からすれば、首席者かに関

する事例である。在部参事会盟堂の参事会長は，引用 [lJのように一般には

、デカーヌスグと呼ばれる。しかし聖堂の慣習によって，それそ、プラエポシ

トゥスグと呼ぶところも少なくない。このベヴァリ聖ヨ

においても，プラエポシトゥスが参事会そ主宰する。ベヴァリにはろIF言

の令状舎でも言及怒れており，その中ではき襲歌謙主管職。〉性惑が開われてい
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中世後期イギリスの聖職禄に関する覚書(追補)

た。ベヴァリでは，参事会長職もまた、一面的オフィキウムグであり非司牧

であるという。

令状②ではパレンシア司教座のプラエポシトゥス職に言及され，その職が

、一面的アドミニストラーティオーグであり非司牧であるという。最後の、ア

ドミニストラーティオーグについては，前稿の[付録]の末尾で筆者なりの

史料所見を述べた。端的にいえば，空席の聖職禄の、受託占有かあるいは、受

託管理グであろう九フランシスコは，この役職に関して管理を委託されたと

いう名目でそれを占有したものとおもわれる。

1)“To Lewis [Louis de Luxembourg]， archbishop of Rouen [France]， per 

petual administrator…ー ofthe [cathedralJ church of Ely. Grant in commen-

dam for life .…・・ of the said Benedictine church of Ely …… (1347)"一一Letfe爪

VIII， 625f ルイは，ルーアン大司教職に留まったままでイーリ司教職を兼任することに

なった。彼は、イン=コメンダムグすなわち、委託において'それを占有するという。イー

リ司教座に関しては、アドミニストラートルグである。この事例からして上記の、アドミ

ニストラーティオーかとは，受託管理あるいは受託管理者職であろう。

なお令状②における九1月のプラエポシトゥス汐 とは何か。手もとの史

料・文献だけでは，その意味を確認しえない。

[4J ①“…… the mαstership， which is an office without cure (sim-

ρlex)， of the chapel of Corpus Christi alias the college of St Lauren-

ce de Pounteney， London …・・・ (1411)"一一Letters， VI， 292. ② 

“To Henry Sharp， master or warden of the college of the chapel of 

Corpus Christi situate by the church of St Laurence Pultenei (sic) 

London …… (1458)"一一Letters，XI， 168. ③“…… the wardenshiP 

(custodia) of Belycotard in the collegiate church of St Senan 

[Scattery Island， IrelandJ …… a non-elective office without cure 

(simPlex officium)， value not exceeding 6 marks sterling …… (1466)" 

一一Letters，XII， 749. 

令状①の、magister:masterグも，プラエポシトゥスと同様に参事会の主

宰者つまり参事会長であろう。またマギステルは，②のように、custos:war-

den"と互換的に用いられることが少なくない。いずれにせよこの事例ではマ
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北大文学部紀婆

ギスデ/レの職もまた‘…語的かであった。舎もやはり

ストースグつまり参事会長の事関であり，その投職が

であるという。

もクー

フィキウム。

[5J “……(l) the mandate committed by Martin V …… to a cer-

tain judge ( (2) at the petition of John 5aerger， warden [custosJ of 
the [collegiateJ church of 5t Mary， Otery [Ottery]， in the diocese of 

Exeter …… setting forth that the fruits etc. of the said wardensh争，

not exceeding 20l.， (3) on accout of なrhichwardenshiP he had taken 

oath to keep personal residence at the said church， (4) were insuffi伽
cient for hospitaIity， episcopal dues， etc. and (5) that he， who is a 

priest， doubted whether he could hold the said wardeηsh争 with

another incompatible benefice， and (6) who was holdig a canonry and 
prebend of the [collegiateJ church of 8t Probus in the said diocese， 

value not exc悦 ding10 marks) (7) to inform himself [挺artinJ，and (8) 
if he found the above to be true， to declare that the said wardenship 
was an office without cure (simpi，似 dをCium)，and (9) that it could be 
held with any other benefice， howsoever incompatible(1430)"-

Letters， VIII， 325. 

説明の便宜のために9項目に陸分した。第(2)項から第(6)寝までは，ジ沼ン

からの欝顕事項の要約である。まずジョンは，オタリ聖母マリ

ク…ストース職つまり参事会長識に関して年収額が20ポンド未満で

あることを述べ(2)，来訪者受歓待し碍教の巡嬢を適えるには不十分であると

いう(4)。第(3)墳については後滞する。ジョンはその参事会長織を地の、兼任

不可能な聖職種グと兼任しうるか否か，教皇に毅艇を求めた(5)0なお設はほ

かに聖プロープス在俗参事会盟主設の参事会員であり，その参事会議盟職禄の

年収額が10マーク未満であることをもあわせて申告した制。

ジョンからの請鍛を受けて，教皇マノレティヌス5t投からある裁判営に対し
て指令がなされていた(1)。指令とは，まず讃艇事項の真弱を確認させた上

で，真策であるとすればその参事会長職をつド寄牧のオフィキウムグとして

(8)，また他の、兼任不可能な聖職禄'とでも兼任可能なものとして謹告させ

ること掛，さらにその経過について教皇へ報告させることであった{針。
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中t故後期イギリスの重量級禄に関する覚書{透補〉

この令状マは，とりわけ第(3)項が注目される。それによればジョンは，関

してその在格参事会環盤への本人定住を主主誓していると

いう。ヱド節冒頭で再確認の還り，後日の教会法実 rコーデクス・ 1917.，1では

定f主磯務を欠くもむをもって、一富能強職禄。とする。それに対して中栓に

おいては可牧義務の有無が関われ，南牧義務後欠くものをもって、一礎的聖

職禄。としていた。いずれにせよジ 3 ンの定住宣誓は，設に珂牧義務そ遂行

dせるためではないか。饗するに彼の定住笈警は，参事会長職が王寺牧聖職禄

すなわち、二語的聖職禄グであるという認識を前橋としていたであろう。

第(5)壊によれば，彼は参事会長職と散の、兼任不可能な聖職様グとの兼任

ので百石について教室に裁断を求めている。可牧塑鞍譲とは一般にホ兼経不可

能な聖識禄。であれ従って参事会長職それ自体が司牧聖職後であれば，第

2の司牧撃鞍議との兼任が不可能になろう。正確にいえは前記の譲り特別

な認可がなくては不可能である。あえて裁断を求めたのは，参事会長職に

して逆の認定もすなわちホ…顎的聖職禄方で非寄牧の兼任可能な聖職議で

あるという認定を窓持したからであろう。

ーブス製設の参事会員聖職採については，基本的に問題がない。何

故か。一般の参事会員の製職禄は、一露約'であり，非苛牧で兼告可能であ

るからにほかならない。一毅り参事会員とは要識の参事会員との区裂であ

り，参事会長職はもとより要職の筆頭である。離職の参事会長識は，後述の

通り概してど二面的汐であり，原期として兼任不可能である。従ってオタリ

リ ら、…面的オブイキウム'の裁断を

という点でむしろ少数事関に属する。

前出のきi用 [3J[4]も参事会長の事例であった。ぞれのみか引用

も聖歌毒殺主管・文書主管の事例jであって，これらも要職参事会撲であること

において変わりがない。引用[討が少数事例であるとすれば，描出一瀦の事

擁ち少数事例である。参事会関係の南牧聖職様については，すでに前犠第4

節で検証し切れ=る。いずれにせよ襲戦参事会員の襲職禄が繋に、二面的'で

あるとは限らない。ここ?は第4節、参事会関係の司牧襲戦議汐への様足と

して，そのことを指摘しておきたい。
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[6J Q)'‘…… he holds the c1austral. priors均 of5t Mary's [the 
Augustinian abbeyof 5t Mary， Jedburgh， in the diocese of Glasgow， 

Scotland]， a perpetual office without cure (sim.戸lex)，value not 
exceeding 121. sterling ..・H ・(1424)"-Lette爪 VII，370. 舎“…..5t 
Peter the Apostle's， Westminster ..・...the 1うriorship，which is an 
office without cure (siml協定)…... (1436)九一Letters，VIII， 587f. ③ 

. the Benedictine priory of St Martin in the diocese of Bobbio 

[Italy]， without cure， dependent on the said monastery [St Colum-

banus's， Bobbio]……(1436)"一-…Ibid.，p. 609. 

令状。ではジェドパラ聖母マリア修道院の、、prioratusc1australisかすな

わち修道参事会長職に言及され，ぞれが 、一面的オブイキウムグ であると

いう。形容認もクラウストラーリス'の語義については，すでに第4節で述

べている。令状@のウエストミンスタ修道援のばあいも悶様である。では修

道院の参事会長殺はすべて、一顕的グであるか。やはり第4節で摘摘の通り

f修道参事会長職は概して‘ニ罰的ρ であって，ジェドパラやウエストミンス

グはも一国的グである点においてむしろ少数事例に隣ずる。令状③はイタリ

アの事担jであり，単にワド可牧グとだ、け警かれている。しかしこれもやはり

、一蘭的。であろう。

[7] 金“ToThomas Elingham， sacrist of the Benedictine mon部側
tery or [cathedral] church of Ely …… the sacristship， an office 
without cure (simρlex)…υ(1436)"-Letters， VIII， 553. ②“...... the 
sacristship. thereof [of the Cistercian abbey of St Mary， Kilbeggan， 

Ireland]， value not exceeding 3 marks， an office without cure (sim. 

ρlex)…υ(1412)"-Letters， VI， 280. 告“......the sacristship of St 
Mary's [the Augustinian priory of 5t Mary， Kilmore-na-5ina， 

IrelandJ， an office without cure (simlうf侃)…… valuenot exceeding 3 

marks …… (1412)"一一Ibidリ pp.28lf. @“…… the said sacri銃器hip[of 
the secular and col1egiate church of 5t 5enan， 5c試teryIsland， 
IrelandJ， an elective office without cure (simPlex officium electu紛糾

. (1460)"一一Letters，XII， 94f. 

いずれも聖器議室係のしかも‘一面的オ“ブイキウムグの事例である。では

盤器具室係の職はすべて、一面的汐であるか。との投職についてはすでに前
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ギリスの襲職徐に関する党害警(潟補)

[付議]の~ 2でも触れており o そこでモラ

ブィキウムとして検i示しで

あるとは限らず，この4 である

を なオ

、…面的グで

し〉。

[8J CD“H ・.. . a certain perpetual benefice UJithout cure called the 
deanery of St Chad's， Shrewsbury， value not exceeding 15marks 

・(1439)"-Letters，IX， 58. C号"・H ・thewardenship or office of 

the collegiate church of [St Senan， Scattery IslandJ…… UJithout 
cure， value …… not exceeding 8 marks sterling…… (1446)"一一Ibid.，
pp.550. @"..・...the sacristship of the said church [St Senan， 
Scattery IslandJ， an office UJithout cure …… value not exceeding 3 
marks sterling…ぃ (1446)" 昂id吋 p.551. 

この3例では，単にヲド司牧'と警警かれているだ、げで、一罰的グであるか

は明記されていない。しかし最初のシュロウズベリ参事会長識は，すで

に引用立〕から、一面的懇機謙汐として確認1されていた。同様に警の参事会

長職はの舎から，また号舎の聖器異窓係の投職は [7Jのゆから，それぞ

れ、一面的オフィキウムグであること

かは，常に明記されるとは誤らない。

られる。 るに、一面的グ

[9J ①“…ぃ thedeanery of出e[collegiate] church of Mary] 

in the Field罫， N orwich， a dignity UJithout cure and compatible with 

any other benefice .…“ (1410)"-Letters， VI， 208. @“….... the 
precentorship， a ε011ψαtible dignity UJithout cure， in [the collegiate 
church of] Aber伊 rilly[Wales]…・ (1431)"-Letters， VIII， 327. 

り，後者はやはり

歌隊主管識である。いずれも Vド珂牧'であり，また色の聖職禄との、高立

可能かつまり兼任可能であるという。従っておそらくこれも、一面的'であ

ろうが，文面にはそのように明記されていない。

[10J 愈“・…..the deanery of the said [col1egiateJ church [of the 
most Holy Trinity， Westbury on Trym， in the diocese of Worce告ter]， 

a principal office ωithout cure， and not requiringρersonal residence 
. value not exceeding 201. sterling…… (1469)"-Letters， XII， 
334f. @“To John Storthwayt， precentor [of the cathedral church] of 
Wells ..…・ hissaid precentorship， a non-major dignity UJithout cure， 

127-



北大文学部紀重要

whose holder is bou終dto personal residence (1430)"一一Letters，VIII， 
196. ③"To John 5torthwayt， precentor of Wells…一 thesaid 
precentorship， which is a non-major dignity with cure…… (1429)"一-
Ibid.， p. 150. Cf. also IV， 427; VI，300，463. 

令状φの参事会長識は非司教であり，本人命現地定住義務を搾わないとい

うo しかし@の謹歌韓主管職もやはり

務づけられているO

してはむしろ る。ウェ

り蒔牧盤職読であろう O

はずで，窃に関

[llJ “(1)…… he [Henry Chichele， archbishop of CanterburyJ 
desired to found within the parish of Hiegham Ferrers [Higham 

in the diocese of Lincoln a college of secular chaplains and 

clerks under the name of 5t Mary and 55 Thom部 theMartyr and 

Edward the Confessor …… and to endow it for a master and seven 

or or more and other secular clerks 岱 thathe had 

fouded the said within the said parish， in such wise that one 

of the 問 id 話houldbe caIled master or百varden，(3) th拭 the
or wardenship should be considered to be an office with鵬

out cure compαtible with any other I')P"P;'''I> は)that the said master 

or warden should be presented土othe perpetual vicarage of the 

parish church of Hiegham Ferrers by the dean and chapter of the 

collegiate church， which was also a parish church， of 5t Mary， 

to which Hiegham Ferrers is appropriated …… and (5) 

that the said master or守vardenshould be bound by oath to keep 

continualρers、onalresidence at the said collegiate and parish church 

of Hiegham Ferrers and exercise its cure of soulぉ…… (1431)"-

Letters， VIII， 330f. 

カングペリ大司教へンリは，ハイアムロブェラ

を創設すべく教護へ語、可を中議した。聖母マリア・殉教者盟トマス・建エド

ワード紅葉去を守護基望者とするも{ので，その聖堂には参事会長l名のほかに

7名か8名あるいはそれ以上の参事会員の寵翠を想、定していた館。聖堂が創

設されて，参事会員中の一名がマギステルあるいはクースト…スの稔号つま

-泣き
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り参事会長の稔号を帯びることになった(1)。

能なオフィキウムグと見なされた問。

ワド司牧で兼f壬可

はまた，ハイアムuブェラズ霊紫罷のウィカ」リウス鞍すなわち

聖堂区の司祭代行職に撒獲さされることになっている O その推薦権者は，レス

タ関母マリア在格参事会聖堂の、参事会長と参事会'すなわち法人としての

る。嬢母マリア在俗参事会聖堂は，ぞれ自体が聖堂区取殺を兼ね

ている。その点では，新設のハイアム=フェラズ在俗参事会議設と共通して

いる。しかもハイアム 2ブェラズ聖堂それ弱体は，レスタ在搭参事会聖堂に

されてその娘要望設になっている。援するに母翠愛も娘盟堂も形態にお

いて紐俗参事会繋さ設であり，機能において聖堂区聖堂を策ねていた(4)。

問題は最後の第(的壊である。

製堂への本人定伎の誓約を義務付けられ，そこで肖牧義務を遂行ずることに

なっている。仮に参事会長鞍がヲド司牧かでありヲド定住かであっても，と

の理蛍区の可祭代行職に関しては定生して河牧義務を遂行ずるということで

あろう。なおここでは製堂豆司祭職に議及されず，代行審議だけが関われて

いる。何故か。ぞれは司祭職が母盟蛍む参事会に鎌!潟し，いわぜ詩人の占有

になっているからであろう。法人自体は恒常的にレスタを本拠としているの

で，現地には糧需的に代行者を龍置したということではないか。

口2J ①“ToRichard ..・H ・Dispensation…… to hold one benefice 
with cure， and two sinecure benefices (1346)"-Le除眠 III，190.φ 

• t土lesinecure provostship of Wells…… (1333)"-Letters， II， 
387. @"..・...the provostship of Wells， an office ωithout cure・
(1438)"一 Letters，IX， 7. 毛1)"......the deanery of Wells， a major elec・4

tive dignity with cure ...・ a・(1413)"-Letters， VI， 433f. Cf. also VIII， 

273f.，31lf.; X， 43f.; XI， 184. ⑤“・…υthesubdeanery of Wells， which 

is an office with cure…… (1411)"一一Letters，VI， 292. 
1まず令状@の、inecure"に詮閉しよう o これはー畿にホ閑職汐と穣鮮され

ている。語源はいうまでもなくなinecura animarum: without cure of 

soulどである G 要する りながら珂牧義務がなしその意味に

おいて、関職汐であった。刊本での、withoutcure (of soul心グとは，ラテ
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ン語旗本における、inecura"あるいは、(beneficium)non curatum" 

語訳であろう。リチヤードは，再教聖職様1イ牛と非弓牧聖職様2件との兼授

を認可さ

令状@およびφは，いずれもウェルズ司教盛のプラエポシトゥス織に言及
している。このばあいも斜体字の文誌は，完全に問畿であろう。②の方がラ

テン諮版文の、重訳9 というべきか。なおゆおよび舎は関じウェ

の参事会主義犠・参事会長補佐識に関する令状であり，いずれも珂牧霊職隷で

あるという。ぞれに対してプラエポシトゥス鞍は，非司牧であっ

プラエポシトゥスはよ記の通り能義において‘首席者かであり，本節引用

[3Jのプラエポシトゥスは，在{谷参事会霊堂の参事会長であった。ウェルズ

司教牒には，参事会長・参事会長議佐のほかにプラヱポシトゥスがおかれて

いる点において異例で、ある。この司教座のプラエポシトゥスは，一穀参事会

最中の首揮者であろうか2)。詳細は不明ながら非司牧の、関職グである。

2 )“すheprebend of Combe Duoおむimawas united to the provostship [of 

WellsJ in 1344. Th日開rlierprovosts had c1aimed that the preb出 dof Wive. 

liscomb珪 W説sattached to the provostship."一一Johnle Nev日. Fasti Ecclesiae 

A匁.glica封ae1300ゴ541，VIII (1ヨ64)，34n. ブラニ工ポシトゥスも!'ln'と一般の参考察会

長と同様にプラょにベンダを占有していた。なおウェルズ司教康のプラヱポシトゥスについ

ては，第4節注品}でも言及した。

生右足ながら、閑職か して，次の導部に鍾れておこう。

[13] (お“…..the chapel of Lemerston， a sinecu紙 inthe diocese 
of Winchester…… (1311)"一一Lette札口， 86. @“…… the sinecure 
chapels of Bokingfold and Danxuberi [DanburyJ， in the dioceses of 

Canterbury and London …… (1332)"一-Letters， II， 374. @"..・...the 
si鈴ecurechantry the churchJ of Haldewey in Chuot [Chute， in 

the diocese of Salisbury]…… (1353)"一-Letters， III， 477. 
ここで冗昭el1a:chapelかとか、cantaria:chantryグとか呼ばれているも

のの実態は不明であるが，いずれも小規模のしかも私設の礼拝堂であろう

か。それらはその創設者あるいは寄進者とその家擦の私的礼拝にのみ科用'd
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れるものが多く，固有の司牧管区をもたず，その意味で非司牧であろう。カ

ペラ・カンターリアについては，本稿第5小節であらためて検証する。

* * * * * 

この第1小節では、一面的聖職禄'つまり非司牧聖職禄に関して『教皇令

状簿』の多様な文言を確認すべく引用が多岐にわたったので，それぞれの要

点を反復しておこう。

引用口]では，在俗参事会聖堂の参事会長職がまずもって、一面的な汐オ

フィキウムであり，しかも、司牧義務を伴わないグという。、一面的聖職禄'

と、非司牧聖職禄'とが同義であることは，上記の通りである。

引用 [2Jでは，司教座の聖歌隊主管職について，また在俗参事会聖堂の文

書主管職について、一面的聖職禄グであり、非司牧聖職禄汐であるという記

載の事例に言及した。また司教座の参事会長補佐職についても，非司牧の事

例を引用しておいた。

引用 [3Jも在俗参事会聖堂の参事会長職の事例であり，それもやはり、一

面的オフィキウム汐であるという。参事会長は引用 [lJで、デカーヌスグと

書かれていたが，この事例においては、プラエポシトゥスかである。用語の

相違はその聖堂の慣習によるもので，参事会の主宰者であることに変わりは

ない。

引用 [4Jは，参事会の、マギステルか職あるいは、クーストース。職の事

例である。これらの呼称も実態において在俗参事会聖堂の参事会長職であ

り，やはり、一面的オフィキウム汐であるという。

引用 [5J はオタリ聖母マリア在俗参事会聖堂に関する令状であり，その

クーストース職について他の、兼任不可能な聖職禄グと兼任しうるか否かが

問われている。兼任の可否とは前稿で詳述の通り，司牧義務の有無と不可分

の関係にある。在俗参事会聖堂の参事会長職は前節で詳述の通り概して司牧

聖職禄であり，オタリの参事会長職は、一面的オフィキウムグの裁断を受け

たという点で，上記一連の事例とともに少数事例に属する。
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引用 [6]は在俗の参事会長職ではなくて，修道会系の参事会長職の事例で

あり，それが、一面的オフィキウムグであるという o やはり前稿の第4節で

指摘の通り，修道参事会長職は概して、二面的'聖職禄つまり司牧聖職禄で

あって，この事例は、一面的'である点において少数事例に属する。

引用 [7]は聖器具室係のしかも、一面的オフィキウムグの事例である。聖

器具室係がすべて、一面的かであるとは限らず，この事例はたまたま、一面

的'であるに過ぎない。

引用 [8]は刊本『教皇令状簿』の記載状況に関するもので，そこでは単に

Vド司牧'と書かれているだけで、一面的'であるか否かは明記されていな

い。要するに、一面的汐か否かは，常に明記されるとは限らない。引用 [9]

も同様である。

引用 [10]では司牧義務の有無と本人の現地定住義務の有無との関連につ

いて，具体的な事例にそくして検討した。まぎらわしい事例もあるが，非司

牧であれば定住義務免除が通例であろう。なおまぎらわしい事例について

は，誤植の可能性を指摘しておいた。

引用 [ll]は，在俗参事会聖堂それ自体が聖堂区聖堂でもあるという事例

である。この事例では，現地における司牧義務が恒常的代行者に委ねられて

いる。

引用 [12]は，刊本『教皇令状簿』で、smecureグと書かれているものを例

示した。その語源はいうまでもなく、sinecura animarum: without cure 

of souls"である。要するに聖職禄でありながら司牧義務がなく，その意味

で、閑職。であった。

この小節では引用 [13]を別として，要職参事会員における非司牧聖職禄

の事例を検証した。要職参事会員職は概して司牧聖職禄であるが，非司牧の

事例も少なからず見受けられる。刊本『教皇令状簿』では，概してそれを

、withoutcure (of souls)グと記載している。しかしその記載にさらに、im-

plex"と併記することがあり，また事例としては僅少ながら、inecure"とい

う記載も見受けられる。
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~ 2 参事会関係の非司牧聖職禄:一般参事会員(1)

[14J ①“…… a canonry of [the cathedral church ofJ York and 

the ρrebend of Dryffeld [DriffieldJ …… which is ωithout cure . 
(1453)"一一Letters，X， 179f. ②“…… Alan de Watsand， canon of [the 

col1egiate church ofJ Ripon， to hold his ρrebend without cure 01 
souls .…・・ (1255)"一一Letters，1， 316 ③“…… a canonry of the above 

[collegiateJ church [of Southwell in the diocese of YorkJ and the 

ρrebend of W odburgh [W oodboroughJ therein， without cure . 

(1453)"-Letters， X， 149. /“…… the ρrebend of Wodebrug [sicJ 
in St Mary's， Southwell， in the diocese of York …… (1447)"-Ibid.， 

p. 8. Cf. also VII， 80f; VIII，339; IX，l25. 

これらは，いずれも、canonicatus/canonry汐と、praebenda/prebend#

との対句的な定型表現を含んでいる。カノニカートゥスとは、canonicus/

canon#すなわち参事会員の身分を意味し，プラエベンダとはその参事会員の

身分に固有の聖職禄である。

令状①はヨーク大司教座の事例で， ドリフィールドの参事会員聖職禄は非

司牧であるという。②はリポン在俗参事会聖堂の事例で，その参事会員聖職

禄もまた非司牧と明記されている。③もやはり在俗参事会聖堂の事例であ

る。ウドパラの参事会員聖職禄は前半で非司牧と書かれているが，後半では

司牧・非司牧の別に言及していない。

司教座聖堂であれ在俗参事会聖堂であれ，少なくともイングランドにおい

てはプラエベンダが通例として非司牧であろう。従って①②および③の前半

は，あえて非司牧と明記している点においてむしろ異例である。

[15J ①“…... a canonηin the chapel royal of St Martin-le-Grand 

and the ρrebend of Buoghes [Burghs， Good Easter， EssexJ therein 
. a certain perpetual benefice without cure， called a ρrebend， in 
the collegiate church of St Martin-le-Grand， London …… (1437)"一一

Letters， VIII， 636f. ②“…… the deanery of the free chapel royal in 

the castle of羽Telyngford[Walling-fordJ and a certain benefice called 

a ρrebend of the chapel royal of St Mary in Salop in the dioceses 
of Salisbury and Coventry， both without cure …… (1438)"一一Letters，
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IX， 33f. 

いずれも王立自由礼拝所の事例であり，しかも在俗参事会聖堂の事例であ

る。令状①では参事会員聖職禄が非司牧であり，②では参事会長職と参事会

員聖職禄との双方が非司牧である。

[16J ①“…・ー the ρrebend without cure .….. of Ywern [Iwerne 

Minster J in the church of the Benedictine monastery of Shaftesbury 

in the diocese of Salisbury (in which， besides the abbess and convent， 

are a number of secular clerks holding prebends …・一 (1429)九一

Letters， VIII， 95f. Cf. also p. 659. ②“…... a certain benefice without 

cure called a canonry and ρrebend in the church of the nuns' monas-
tery of St Mary， Winchester .…・・ (1439)"一一Letters，IX， 34. 

いずれも女子修道院の付属聖堂の事例であり，付属聖堂に在俗参事会が設

置されているという。対外折衝などの面で女子修道院を支援するための組織

であろうか。在俗参事会員の聖職禄は，これらのばあいにもやはり非司牧と

明記されている。

[17J “…… (1) the recent petition of Adam Moleyns， rector of the 

parish church of Kemsei [Kempsey J in the diocese of W orcester -

containing (2) that formerly， whilst the regular [cathedralJ church 

of Worcester， of the order of St Benedict， was secular and was 

governed by a secular chapter and by canons， (3) the said parish 

church was canonically united， annexed and incorporated to one of 

the prebends of the said church of W orcester， and (4) that although 

the said parish church， whose cure is exercised by a perpetual vicar， 

a secular clerk， after the said union etc. was and is ruled， as if by a 

secular canon， like a ρrebend of the said church of W orcester (et 
licet ipsa parochialis ecclesia， cuius cura … animarum， post 
unionem prefatas， tamquam prebenda ipsius ecclesie Wigornien. velud 

per secularem canonicum recta fuerat， prout eciam regitur de 

presenti……) (5) it is doubted by some whether the holder of the 

said parish church can hold with it a benefice with cure …・・・ with-

out papal dispensation -[DeclarationJ (6) that the rectory of the 

said parish church so far assumed the nature of a prebend (adeo 

naturam prebende sortitam fuisse et esse) ， by reason of the said 
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union etc.， (7) that it may be held， without any papal dispensation， 

together with any benefice with cure …… (1434)"一一Letters，VIII， 

506. 

第(1)項から第(5)項までは，アダムの請願事項である。アダムはケムジの聖

堂区司祭である(1)。ウスタ司教座はベネディクト修道会所属であるが，以前

には在俗参事会の管理下におかれていた(2)。その時期にケムジ聖堂は，教会

法の手続きに従ってウスタ司教座のプラエベンダに吸収された(3)。吸収以後

には司牧義務が在俗の'匿常的代行者へ委任されているものの，ケムジ聖堂そ

れ自体は、あたかもウスタ司教座のプラエベンダであるかの如くか管理され

ているという(4)。ウスタ司教座における在俗参事会から修道参事会への転換

とは， 10世紀のことである。

アダムの請願は，ある疑惑を解消すべくなされた。疑惑とは，ケムジ聖堂

の占有者が教皇から特別に認可されることなく，ほかに 1件の司牧聖職禄を

占有しうるか否かという点にあった(5)。この請願は，ケムジ聖堂の性格を間

接的に確認したことになる。何故か。それが仮に司牧聖職禄であれば，ほか

に1件の司牧聖職禄を占有するために教皇の特別認可が必要になる。

第(6)項からは，教皇のいわば裁定事項の宣告である。教皇は，キムジ聖堂

がプラエベンダの性格を帯びてきたものと裁定した。根拠は，かつてそれが

在俗のプラエベンダに吸収されたという事実である(6)。従ってアダムは，あ

らためて教皇の特別認可がなくとも，ほかに 1件の司牧聖職禄とともにキム

ジ聖堂の占有を許容されることになった(7)。

[18J “Declaration， at the recent petition of John Kyrkeby [Kirk-

by J， rector of the parish church of Wythyndon [WithingtonJ in the 

diocese of W orcester .…・・ containing that a number of parish 

churches of the said diocese， called ρrebendal [praebendalisJ， 
canonically annexed and united to the prebends of the Benedictine 

church of W orcester whilst it was secular， one of which is the said 

church of Wythyngdon， are， by reason of such unions and annexa-

tions， by some reputed compatible， and that each of the said several 

churches has been wont to be held with an incompatible benefice 

without papal dispensation and by toleration of the ordinary， their 
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holders having been wont， without having been or being compelled to 

keep personal residence therein， to appoint a perpetual vicar therein 

. (1442)"-Letters， IX， 255. 

やはりウスタ司教座に関する令状で，基本的に同主旨の裁定である。これ

ら2件の裁定は，まさに、プラエベンダ--非司牧聖職禄"という等式を自

明の前提としている。従ってほかの司牧聖職禄との兼任に当って，特別な認

可を必要としない。同様の事例はウインチェスタ司教座にもあり，やはり、プ

ラエベンダ非司牧聖職禄汐という等式がうかがわれる九斜体字の形容調

、プラエベンダーリスグについては後述する。

3) Letters， IX， 113. イングランド関係のプラエベンダ、で、非司牧。と明記される

事例はほかにもある。 VII，80f.; VIII， 339; IX， 125. 

[19J ①(1)“…ー acanonry of Moray [ScotlandJ and the prebend 

of Croy therein， which has cure .…・・ (1429)"一-Letters， VIII， 153. (2) 

“…… a canonry of Moray with the prebend with cure of Croy .. 

(1436)"-Ibid.， p. 583f. (3)“…… a canonry of Moray and the 

prebend of Croy ..…・ thesaid canonry and prebend， which has cure 

. (1447)"一一Letters，X， 291. Cf. also VIII， 333， 667. ②“…… the 

perpetual vicarage of St Giles， Elgyn [ElginJ， called the prebend 

with cure of 100 s. [perpetua vicaria parrochialis ecclesie sancti 

Egidii de Elgyn prebenda curata centum solidorum nuncupataJ…… 

(1444)"-Letters， IX， 447. Cf. also p. 528; X， 291.③“…... a canonry 

of Ross [ScotlandJ and the prebend of Kyncardyn [KincardineJ 

therein ...... the said canonry and prebend， which has cure 

(1440)"-Letters， IX， 144f. Cf. also p. 449. 

いずれもスコットランドのプラエベンダに関する令状である。最初のクロ

イのプラエベンダは3回にわたって司牧聖職禄と書かれているので，おそら

くその通りであろう。

次のエノレギンのプラエベンダは，刊本『教皇令状簿』の編者が特にラテン

語を併記していることからして，やはり司牧聖職禄と考えるべきか。最後の

事例は誤植の可能性も否定しえないので，判断を保留しておきたい。ともあ
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れイングランドとは異なって，スコットランドではプラエベンダが奇牧聖戦

援と記載されることもありえた。しかしその事関は僅少であり，またその意

味は奇牧義務を置常的代行者へ委{去した上で，プラエベンダそれ自体として

は非司牧ということか。次のヲj躍 [20]③苦手からの類推である。

[20J (D“….. the perpetual benefice without cure (simplex) called 

the prebend of悶unyYnyhan in the [cathedraI] church of Kilmac-

duagh [IrelandJ ...... (1435)"-Letters， VIII， 557. G会~… therec-
tory of Termondcuayn [Termon知 aguirkin the diocese of Armagh， 

IrelandJ (which cure was exercised by a perpetual vicar， a secular 

priest， and which had been erected by authority of the ordinary into 

a prebned of泣lechurch of Armagh)…… the said rectory erected 

Into a prebend， which is considered to be without cure …… (1444)" 

-Letters， IX， 362f. @"...… a canonry of Kilfenora [lrelandJ with 
a prebned called a rectory or portion without cure (simplici) ・

(1445)"-Ibid.， pp. 520f. @“H ・H ・therectory of Trebryuyn and 

Kyncalechyn [Tirebrine and Cinel Fechin]， assigned by papal author-
ity as a prebend of the said church of Elphin [Ireland]…… the said 
canonry and prebend-recotry， without cure…日 (1447)"一-Letters， X， 

288f. @'‘H ・a・. a canonry of [the cathedral church Clonfert 

[Ireland] and the prebend without cure (simplex prebenda) of 

Kyllassobaigmayc1ayn [Ki1laspugmoylan] therein …… (1455)"一一
Letters， XI， 210. Cf. also pp. 249f.， 408f. 

アイルランドのプラヱペンダに関して，非珂牧と明記されているものを例

示した。令状(D@φは司教座譲堂のプラヱベンダで非司牧であり，むしろ

鍔に属する。

令状舎告では，いずれも盟蛍広司祭職をいわば、財源かとしてプラエベン

ダを創設している。信者は管陸大司教の棲摂によって，また後者は教皇の権

穣によってプラエベンダに変更された。さらに舎では可牧義務が慢常的代行

者へ委{をされ，プラエベンダぞれ宙体は非再牧になっている。告の、プラス

ベンダ=レークトーリアグも非可較であるが，ぞれもおそらくはレークトーリ

ア的司牧義務そ恒常的代行者へ委{壬し，プラエベンダとしてはその義務を解

かれているというととであろう o
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[21] ①“…・..a canonry and prebend， with cure， of the [cathedral] 
church of Dromore [Ireland]， to which canonry and prebend is an糊
nexed the parish church of St Colman in the said diocese 

(1442)"… Le般rs，IX， 168f. @“…… Nicholas Oceallaid [Q'Kelly]， 
canon of Cork [IrelandJ. has dilapidated the goods of his canonry 

and prebend with cuγe of Kyllbricayn [Kilbrittain] …… has for 
many years neglected to reside in the church of Cork or the said 

prebend …… and by his neglect has allowed a child to die without 
the sacrament of baptism …・ー (1448)"一一Lelters，X， 293. @“・…..a 
canonry of Cloyne [Ireland] and the prebend， which has cure 01 

souls exercised by a perpetual vicar， of Kylmodonoc [Kilmacdonogh] 

(1457)持一一Letters，XI， 325. 金“H ・... a. canonry of Limerick 
[Ireland] and the prebend with cure of Tulachbroke [Tullabracky] 

therein…… (1458)九一Ibid.，p. 354. ⑤“…・..a canonry of Limerick 
and the prせ)endof Tulachbroke， value not exceeding …… (1458)"一一
Ibid.， pp. 35lf. 返す~…・ ms canonry of Dublin [Ireland] and prebend 
of Newcastle Lyons…… which has cure…… (1458)"一…Ibid斗 p.355. 
6“…… a canonry of Cork and the ρrebe手~d of Kylaspugniellay [Kil網
laspugmullane] therein， which is sacerdotal and has cure 01 souls 
. (1458)"-Ibid.， pp. 374f. 

やはりアイルランドのプラエベンダの事例iであるが，これらはすべて司牧

聖職識であるという。令状告のプラエベンダには，それに付属の盟堂区袈堂

がある。司牧義務とは，この盟堂E互に関するものか。あるいはプラエベンダ

ぞれ自体が司牧聖職禄であるというこたか。

令状怨のニコラスはコーク苅教挫の参事務会鎮であり，キルブリテンに言者教

堅職禄としてのプラエベンダを点有している O しかし彼は湾教鹿にもキルブ

リテンにも定注せず，定主主義務不壊行の結果としてある幼児が洗礼の夜、跡を

受けずに死亡したという。奇牧義務の不履行に関する告発である。このぼあ

いの荷牧は参事会員としてのニコラス本人の義務であるが，命においては垣

常的代行者に委ねられている。

令状@@は同じプラエベンダに関する記載であるが，後者では可牧・非背

教のいずれとも記駿されていない。イングランドでは，上記の通り記載の有
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無にかかわらずプラエベンダはすべて非可牧と晃なされた。しかしアイルラ

ンドでは，⑤のような事例もあるので却鱗安許さない。なお令状ゅのプラエ

ベンダは単に司牧聖職様であるのみならず，司祭む品級に間有のものである

というめ。

4)①~… besid記sa canonry of Armagh [IrelandJ， th官民ctoryor prebend of 

Donachmor [Donaghmore]泌 thesaid dioces母 (whicharchbishop John [Swayne]， 

with consent of the dean and chapter has meanwhi1母 ordain日dto be h結nceforth

a sac日rdotal[sacerdotalis-::::::::::総伐rdos:priestJ pr日bendof Armagh)…・ void

because N yalanus Oluch器犯an，its rector， held it for more than a y総 rwithout 

being ordain記dpri色stand without dispensation…… (1438)"-Letters， IX， 19f. 

③“….. by低lestatutes of Dublin the総 idprめend[of 8wordsJ is sacerdotal and 

can only b記 collatedto a pri君stor to one who can b悲 ordainedpriest within a 

y自ar...・a・(1441)"-Ibid.， p. 70奪 三診“お ThomasWodeord [WodefordJ， a canon 

of L∞don. Dispensatioぉ tohim， who has thεtonsure only holds昌伺nonryof 
London and th記 prebendof Totnall [Tot巴nhall]， not to be bound during t告n

years by reason of t治 saidprebend， which is said by som記 tobe sacerdotal， to 

have himself promoted to other or holy orders (1442)"一一Ibid.，p. 257. Cf. also p. 

360 ③“...... a canonry and the sacerdotal prebend of the [collegiate] church 

of 8t Bee the Virgin， Dunbar， in the s珪iddiocese [of 8t AndrewsJ， void because 

Henry Seb昌uld[8ybald] 長官ldthem for more than a year without being ordained 

priest and without disp日nsation …・ (1450}"-Letters，X， 6号。③~… acanonry 

of [the collegiate church of]恥verleyand the prめendat th桂昌ltarof 8t Martin 

therein…… it is al1eg，自dthat thξpr日bendis sacerdofal…… (1460)"一一Letters，

XI， 434f. @“…… his canonry and diaconal [diaconalis -<:ごご di品conus:deacon] 

prebend of 8t Davids，. which by the 日tatutεscanbeh母Idby non喧 whois not in 

deacon's ord号rs.，・H ・(1427}"-Letters， VII， 526‘ 0"..・... a canonry of Ross 

[8cot!and] and the subdiaco匁al [subdiaconalis 叫にご subdiaconu告 subdeaconJ

prebend ther討n…・・・ (1448)"一-Letters， X， 290f. 令主人明から⑤までのプラエベン

ダはいずれも、サケルドーターリスρ で主ちるという。その意味は，⑤によれば‘司祭にし

か授与されえないかもの，あるいはホ1年以内に湾祭に叙熊されうるものにしか授与され

えない'ものという。要するに予告祭の品級iこ関有のプラエペンダであろう。⑤およびおの

プラエベンダは，それぞれ助祭・副助芸誌の品級に翻予言のものであるという。
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[22J ①“…… the prebendal church without cure of N orth 

Neweton [Newnton] in the diocese of Salisbury， which is a ρrebend 

in the nun's monastery of Wilton …… (1422)"一一Letters，VII， 224. 
@"...… the church of St James the Apostle， the Greater， North 
Newton， which is prebendal， in the diocese of Salisbury …… (1442)" 

Lefters， IX， 285. 

形容語、プラエベンダーリス。は，前出引用 [18Jでも見受けられた。そ

の意味は，令状φで説明さFれている。主ニューントンの聖堂拡聖堂は、プラ

エベンダーリスグであるというが，それはこの襲堂それ自体がγフィルトン女

子修道践のプラエベンダであることを意味する o 女子鯵道院の{寸麟聖堂に主

される事例といえば，引用 [16Jもそれであった。北ニュー

ントンのばあいも，盟堂区聖堂でありながらやはり非珂牧の聖職禄であると

いう。令状φも問じ聖堂に関する記録であるが，そこでは単に、プラヱベン

リスルと脅かれているだけで司牧・非司牧のいずれとも明記されていな

い。ぞれは非苛牧であることが詣明であるからか。

[23J ①“...... the parish church of Cromy [Croom]， otherwIse 

called prebenc必1([ecclesia] prebendata) in the diocese of Limerick 

[IrelandJ …一 (1434)"-Lefters， VIII， 512. G号・... the prebendal 
church of Lidyngton [Liddington， a prebend in Linco1r寸…… the
iうrebendalchurch of Lydyngton…… (1441)"一…Lefters，IX， 161， 163. 

司牧 e非司牧のいずれとも明記していない点では，これら 2件も同議であ

る。なお令状①では，形容詞が、プレベンダーググという鴻去分詞になって

いる。しかし意味においては、プラエベンダーリスグと時ーであろう O

〔以2お毛4J (φじ
coln and the prebend of [Gr陀eat註]Mi口ltωοn.….日.，….リ.(1453)"…-Letters， X， 
130. 命“M.Robert Fleming 1430-67 as the prebendary of Milton 

Ecclesia"一一Johnle Neve， Fasti Ecclesiae A埼 licanae 1300-1541， 

Lincoln， p. 92. ミ!)"ToJohn Rendall， perpetual vicar of the p符 bendal
church of [GreatJ諮yltonin the diocese of Lincoln ……(1460)"一-
Lefters， XI， 570. @“...... J ohn Ospellan， perpetual vicar of the 
p訪問拘1parish church of Crochan [CrohaneJ in the diocese of 

Cashel [IrelandJ ， has …… neglected the cu玄e of souls of the 
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parishioners …… (1453)"-Letters， X， 635. 

まず令状①によれば，ロパートは大ミルトンのプラエベンダを占有してい

る。次の引用②は，ジョン=ルニニーヴの『高位聖職者名簿』の記載事項であ

る。それによればロパートの大ミルトンとは，ミルトン=エクレーシアであ

る。リンカン司教座には，ほかにミルトン=マナという名称のプラエベンダが

ある。

いずれにせよロパートがこのプラエベンダを占有した期間は， 1430年から

67年まで37年聞に及んでいる。令状③は，同じ大ミルトン聖堂区の恒常的

代行者ジョンに関する記録である。ロパート本人は，司牧義務をジョンに代

行させていたことになろう。

令状④のジョンも恒常的代行者であり，聖堂区従属民に対する司牧義務の

不履行に関して告発されている。このばあいの司牧は恒常的代行者の義務で

あり，その点において前出引用 [21Jの②のニコラスと異なっている。ニコ

ラスは参事会員本人であり，彼はその司牧義務の不履行に関して告発されて

いた。恒常的代行者を配置しない限引司牧は参事会員本人の責任として残

るということであろう。

プラエベンダとは，あらためて述べるまでもなく参事会員の身分に固有の

聖職禄つまり参事会員聖職禄である。それは参事会員からすれば所定の年収

であり，その年収は概して所定の聖堂区の司祭職からえられる。いいかえる

とその聖堂区司祭職からの年収は，プラエベンダとして所定の参事会員へ与

えられる。令状の文面で聖堂区の聖堂が、プラエベン夕、ーリス汐であるとい

うのは，その聖堂の司祭職が、プラエベンダーリスグであるということにほ

かならない。

* * * * * 

この小節では，司教座聖堂や在俗参事会聖堂における一般参事会員のプラ

エベンダに関する令状の記載を点検した。

引用口4Jでは，イングランドの事例を検討した。司教座聖堂であれ在俗
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少なくともイングランドにおいてはプラエベンダが通例

として非理教であり，従つであえて非萄牧と明記することはむしろ異例に属

するG

守i潜 [15Jでは，ヨミ立富岳礼拝所のしかも在侍参事会聖堂の事部受検証し

た。この事例!でも の基聖職様は非司牧であり，また参事会長職に

も非司牧の事備がある。

引用 [16Jでは，女子修道践の丹属聖堂における在俗参事会について設誼

した。そこでも在俗参事会員の猿職禄は，やはり非司牧と明記されている。

引態 [17Jはウスタ背教座関連の令状であり，ケムジ聖堂塁の資j祭職の性

格が問われている。この司祭職は，ウスタ司教座に在格参事会がおかれてい

た時期にそのプラエベン夕、として吸設された。詳懇は本文に競るが，結論と

してはそれがかつてプラエベンダであったことからして，あらためて非奇牧

の認定を受けている。主謂 [18Jもウスタ奇教践に関する令状で，基本的に

旨の裁定である。これら 2件では，まさに エベンダ再開非開牧聖

職f殺かという等式が自明の麓提になっている。

号1m はスコットランドに関する令状であり，イングランドとは発なっ

て，スコットランドではプラエベンダが得牧襲職禄と記載怒れることもあり

えた。しかしその事関は僅少であり，またその滋味は司牧義務後髄常的代右二

者。へ委任したよで，プラエベンダぞれ自体として

定される。

ということかと誰

号i舟 [20]はアイルランドのプラエベンダに関する令状であり，非苛牧と

顎記されているものを開示した。プラエベンダは，聖堂区詩祭磯をいわば‘財

諒'として離設されることがある。そのばあい時牧義務が↑豆常的代行者へ委

れ，プラエベン夕、それ自体は非河牧になっている。

[21]もやはりアイルランドのプラエベンダの事例であるが，これら

はすべて河牧襲職様であるという。イングランドでは，上記の還り

無にかかわらずプラエベンダはすべて非湾牧と見なされた。しかしアイルラ

ンドでは，王者牧草草職禄と明記されることもある。

号i揺 [22Jでは，聖堂豆聖堂が形容詞‘プラエペンダーリス'を築びてい
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る。それは聖堂慌司祭職それ自体，いいかえると

ベンダの財棋に充当されることを意味する。号

らの年収がプラヱ

[23]では，影響調がホプ

レベンダ…タグという

エベンダーリスグと

同様で、ある。

になっているo しかし意味においては

ろう。引用 [24] も内容においては，基本的に

一般参事会員のプラエベンダについては次の小捕でも検書するが，このIJ、

第との相違はその難諒にある。

~ 3 参事会関係の非萄牧襲職禄:一般参事会員(2)

ではプラエベンダの対露は，すべてが聖堂広司娯職であるか。

[25] G)“….. the canonry of Salisbury and prebend of the greater 
part of the altar [Major Pars Altans] of St Mary in that church， 

value not exceeding 30 marks …ぃ (1406)"-Letters， VI， 125. 金
. a canonry of Salisbury and the prebend call奴i'Media pars 

altaris'， value not exceeding ……ぬよ… υ (1438)"ー ω Letters，VIII， 

674. ⑤‘To Richard de Hale….. Reservation of the canonry and 

prebend of Salisbury …一 (1330)"-Letters， II， 319. /“隠ch紅 dde 
Hale as the prebendary of 斑inorPars Altans"一一Johnle Neve， 

Fasti Ecclesiae Aηglicanae 1300-1541， HI， 69. 

いずれもソールズベリ理教座に闘する令状であり，令状舎には、聖母マリ

アの祭壇の大きい;おの部分のプラエベンダグと警かれている。令状命のリ

チヤードは詞言語教腔でプラヱペンダを予約されているが，これは

者名簿』によれば‘小さい方的懇分のプラエベンダグである。ほかにeによ
れば、中糠度の器分のプラエベンダグもあった。このq:t懇授のものは

で確認されない。臨時に設定されたものか。

ホ察壇グである。聖母マリアの祭壇とは，この製堂内の聖母マリア

礼拝堂の祭壌であろう。このような祭壇にはそれぞれに司奈が配爾怒れ，そ

の司祭には格誌の年設が保障される。祭壊的プラエベンダの封灘とは，その

ような祭壇の胃察職からの年収であろうか。この推定の還りであれば，プラ
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ヱベンダの財漉が排強的に聖堂院司祭聴であるとは限らない。また、大ざい

方の部分汐あるいは可、浅い方の部分グという文欝からは，祭壇の年収が不

場等に分割され，護数の参事会員に配分されていたことが推定される。

[26J (告九・… theprovostship of St John's， Beverley， value 40l. 

with the prebend of St James's altar therein， value 40 marks… 
(1342)"一-Letters， II， 237.φ“…... prebend of St Andrew's altar in 

St John's， Beverley…ぃ (l391)"-Letters，IV， 369. Cf. also pp. 409f. 
@"...... prebend of St Martin's al.ぉrin B抑制ey，V叫ue150 marlω 

(1389)"-Ibid.， pp. 326王 Cf. also pp. 368f. 告“H ・... John 
Midelton， canon of St John's， Beverley…… obtained the canonry 
and prebend of St S~ゆhen's altar .…ー (1399)"-Letters， V， 266f. ⑤ 

‘ ・・… prebendary at the altar of St Michael situate in the col1egiate 

church of Beverley in the diocese of York …… (1426)九一Letters，

VII， 431.争“…… thecanonry and prebend of St Catherine's altar， 

in Beverley， value 10 marks…… (1351)"-Calendar 0/ Petitions to 
the Pope， 1， 223. Cf. also pp. 309，332，334，479. ⑦“-…υthe canonry 

and prebend of St Mary， in St John's， Beverley(1345)"一…Ibid.，p. 94. 
⑧“…… the benefices， call吋 prebends…日 andSt Peter's in the 

church of St J ohn， Beverley .…一 (1426)"一一Letters，VII， 438. ⑨“・…H

a canonry of [the collegiate church ofJ St John Baptists， Stoke [by 

ClareJ， in the diocese of N orwich， with the prebend called of the 
second stall ...... (ι14訪31刀)

まずべヴアリ聖ヨハネ聖e蛍常とは，令状⑤に記載の通り

る。これらのプラエベンダはいず、れも護望者の名そ帯びており，しかも⑦昏以

外はすべて聖者の、祭鞭'の名で呼ばれている。ぐ号舎も悶様にそれぞれの盟

プラヱベンダ，すなわち祭壇の年収を財源とするプラエベンダで

あろう。この在硲参事会基設の喜君主設は，ベネディクト穆道会系列の修道援で

ある九プラエベンダのあり方が異例!なのは，そのことの結莱であろうか。

5) William Dugdale's Monasticon Anglica榔 m，Vol. VI， Pt. III， 1307. 

令状告のプラエベン夕、ぬ祭壇のプラエベンダではなくて、第2のスグル
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ムグのプラヱベンダと警かれている九 ζの、スタルムかとは詩子であり，こ

の文脈では参事会員がとの譲堂の謹歌探席で能当される緒子である。ついで

ながらプラエベンダの異例として軍用した。

6) Ibid.， p. 1415. 

異ouはほかにもあるむ
〔口27ηJ Q)じ
salis 叫ご bursa: p卯ur時se己]prebend in 1芯~x詑et切拙e創r …… (1398)"-Letters， V， 
257. ②“To John Ixworth…… Reservation of the canonry and 
prebend of Exeter， value not exceeding 6 marks， which are shortly 

to become void by the promotion …一 and ・ consecrationof 

Robert [Hallum， bishop. ] elect of Y ork ..…. (1406)"一-Letters， VI， 

84. @"…... a canonry in the church of Exeter， value not exceeding 
4l.…… (1439)"一-Letters， IX， 67. 
令状舎のプラエベンダ比形容語、ブ1レザーリス汐を帯び、ている点で詮関

される。これは名閥、ブノレサ汐からの派生語で，ブソレサの諒義は皮革である

という o ブルサはさらに皮袋とりわ砂揚布の意味をもった。では、財布のプ

ラエベンダかとは向か。

ジョンりレ=ニーヴ、の宮高位聾職者名簿』の第9巻はょにクセタ司教座に充て

られ，その欝頭に織者の解説があって，関司教躍のプラコニベンダの特巽性に

されている。

ホエクセタ司教盛の特異性は，プラエベンダ受給著者全員に共有基金から

等に定額与を配分する方式にあるo それはおそらく征服以読のイングランド

の通例を持続したもので，ヱクセタのプラエベンダは年設額にしてー樟4

ポンドである。またプラエベンダは顕有む所領をもたず従って所舗の名稔

などの情報による織躍が不可能であるo 識別のたゐの唯一の?警報は，受給

者の交替の欝にだれがだれから継薄ましたか，その髄任者の人名にほかなら

ない0"-John le Neve， F.ωti Ecclesi，αe Anglic，仰 ae1300-1541， IX 

(Exeter Diocese)， xiii. 
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令状φのジョンはtJパ←トから鍛え殺した。そのプラエベン夕、は，前任者

ロパートの名によって識別される。年収額の上隈は6マ…クつまり 4ポンド

であり，これも、財布のプラエベンダグである。舎のプラエベンダも年収額

のよ限は 4ポンドである九しかし命では，形容割、ブルサーリスグが顎記

されていなし》。逆にいえば令状①は，ヱクセタのプラコニベンダに関して、プ

ノレサーリス。と号書記している点で，むしろ f教皇令状簿zにおける例外になっ

ている。なお共有基金からの配分とは，その管理者としての貫主務課管からの

艶分であろう。

7lQ)“・…日 he has 説 canonry of Exe士宮丸 with a prebend from which h日gets 

no more than 40s・抑制y…..(1322)"-…Letters， U， 222. 。“…..canonry and 

prebend of Ex日ter，valu忠 notexceeding 3 marks …日 (1415)"-VI，尋71.③“…'"

prめ巴ndof Exet帆 value51. .…日 (1334)"-!I， 399. ④“…… prebend of Exeter， 

value not exceeding6l“……(1424)"-VI， 364. Cf. also VIII， 516f.⑤“…… 

pr.日bendof Exeter， valuξ 401.…… (1353)"-III， 537. Cf. also X， 5f. エクセ

タのプラヱベンダの年収額は概し""[4ポンド=6マ…クと記建設されているが，これらの事

例ではそれぞれ2ポンド 3マーク， 5ポンド， 6ポンド， 40ポンドと害警かれている。誤

記・熊楠でないとすればどのように線解すべき警か。な:134ポンド之江 Gマークの記載は，次

の通りである01，145; !II， 140，345，419，542; IV， 32f.，l62; VI， 73，84，88f.; VII， 198，252，285， 

403，474; VIII， 642; IX， 56，67. 

[28J CD"To William de Lughteburgh [Loughborough， Lugheburgh 

etc.J …… a canonry and prebend called ‘bursal，' of [the collegiate 

church of St CrossJ， Crediton [or Kirton in the diocese of Exeter] 
. (1355)"一一Letters，III， 543. @"To William de Lugheburgh…… 

he has also a canonry and prebend of Crediton， value 6 marks . 

(1355)"一一Ibid.，p. 54l. Cf. also IV， 57f可 IX， 478. φ“・…..William 
de Lughburgh…… he has…… a canonry and the prebend called 

官ursal，'value 6 marks ……(1355)"一一Calendar01 Petitions to the 

POlうe，1， 274. ④“・…..the canonry of Crediton， and a prebend styled 

‘Bursary [praebenda bursariaJ，' .…υ(1366)"一吟Ibid.，p. 530. ⑤“…-

the canonry and prebend of Carswille [KerswellJ， value 5 72 marks， 
in St Cross， Crediton， void by reason that J ohn Perour， who holds 

-146-



中世後真喜イギリスの聖職後に演する党警{追祷)

the prebend， has ...... obtained another [prebendJ， styled Bursary 
prebend， in the same church …... (1366)"-lbid吋 p.533. 
いずれもクレディトン悲格参事会盟堂に撰する令状である。令状@は形容

を欠いているが，点荷者はCDと詩一人である。また舎舎では，
形が、ブノレサ…リア。に変わっている。しかしすべて、財布おプラエベンダ8

る令状であろうO なお令状舎から舎までは，興勢きが

"と?ある。

、財布のプラスベンダ勺まと

はここでもi薄様に 4ポンド

会れるoヱク-l!グ

も

もので

とは，かつての駕教鐙にほかならな

い。ょにグ主主タ・グレディトン双方の、財布のプラヱペンダ'とは，いずれも

したものであろう。

においで

していたという o しかし設はほかに向じ

、対布むプラヱベンダグを占有しているので，カーズウェ

ルそ遮よしそれがき置諮になった。間一室霊堂内での‘護数のプラこにベンダの兼任

は，原則として禁止事項である。いずれにせよグレデ、ィトンでは，単に、財

布のプラこにベンダグのみならず摂鎮の名義tを字書び、た選常のプラエベンダも併

した8)。

8)“Th母 Collegiat記 bodyher邑 consist配d，originalIy， of eighteen Canons or 

Prebendaries， and eighteen Vicars; which number， having b色告nr邑duced，was res-

tored by Bishop [W alter ] Bro部 comb告 inth邑 thirteenthcentury….. The 

Prぬendswere calIed D母 laPole， HempstilI， Stowford， Alre， Rigge， W oodland， 

CarswelI， Coombe or Prustcombe， L設 Crosse，Cridie， and West Sandford."-Dug-

dale， ot.cit.， pp. 1450f. 著書家会主要の定員はお名であるが，轡有名詞のプラヱベンダ

は11件しかない。ほかの7件;立、財布のプラエペンダグか。

[29J 母“ToNicholas de Coleshull…… a Bursal prebend in Wells， 
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value 8 marks …ぃ (1349)"-Letters， III， 295. G号“Onbehalf of 
Nicholas de Colshull…… he has ..…・ thebursary prebend of Wells， 

value 8 marks (1348)"一 -Petitions， 1， 132. @"Robert de Middelonde 

. he has a canonry and a 1n仰 etaryprebend [praebenda monetar-

ia ?J of 8 marks in Wells ...... (1362)"-Ibid.， p. 386. 告

Richard Drayton .….日.‘…‘日.his canomγand prebend of Wells， value 8 

marks …… (1390)"一一Letters，lV， 365. /“Richard Drayton as a 

prebendary of Combe Nona [Nineth]"-John le Neve， Fasti， VIII， 

31. @"...... a canonry of Wel1s with the prebend of Oct部 aCumba 

[Combe Octava: Eighth]…一 8marks .…ぃ (1432)"… -Letters， VIII， 
441.舎“H ・ the prebend Camba [Combe] Quinta-decima 

[FifteenthJ in the cathedral church of Wells….. 8 marks . 
(口1449)'

いずれもウよエtυノルレズ至罵君教療に関する令:状訣である。令状(j)@の受益者は向…人

であり，年i長額も共通している。舎の形響調、ブルサーリスグがφでは
ノレサーリアグとなっているが，これはラテン語原文の相違か編者的訳語選択

の相違か不鰐である。しかし問者が関義であることは，この事例からして嬰

自であろう。令状③の形容詞は、モネ…ターリアグであろうか。この

のプラエベンダグも年収額8マークであり，おそらくはホ慰布のプラエベン

ダグと部議であろう o

ジョンロル=ニーヴの『高位聖職者名簿』第8巻はパースrアンドロウェルズ

司教主主に充てられ，金窃はいずれも勺nidentifiedPr・ebend訂 ies"の環器で扱

われている。財擦としての所鍛の名称が特定されないからであろう。

令状命以下ぞはいわゆる、クームかのプラヱベンダに首及されており，そ

れぞれがいわば背番号を帯びている。ク…ムの原識は、狭い谷汐であるとい

うが，ウェルズ荷数座ではこの名のプラエベンダが合計で15件にもの}まっ

ている。

ホウニr.Jレズ司教座でも〔エクセタと間様にけ時長以前からの共有管理方式が

その痕跡を留め，クームという大マナの設益を 15名の参事会議に一律均等

に配珍したJ…-Kathleen Edwards， The English Secular Cathedrals 
in the Middle Ages， 1949， p. 20n. Cf. also pp. 41， 241. 
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令状④以下の3件は，いずれも年収額にして8マークであるo クームのマ

ナは， 15件合計で120マークを拠出したことになろう。やはり、大マナ砂と

いうべきか。上記む、認布のプラエベンダグや、貨幣のプラエベンダグなる

ものは，クームのプラエベンダのいず、れかで追うろうか。年収績からはそのよ

うにも想定されるが，手もとの史料・文献では確認の手段がない的。

号}ウエルズ司教差益には，下記の巡りクーム以外にも背答号を帯びたものがある。

Milvξrton Prima， Milverton Secunda; WedmoI・母 Prima … … Wedmo泥 Quinta. し
かもそれはウェルズに絞らずきソールズペリでも Bedminster Prima， Bedminster 

Secl1nda; Yをtminst母rPrima， Yetminster Secundaがある。

[30J ①“…・..a canonry and bursal (Burselem) prebend in Bangor 
[WalesJ .…υ (1405)"-Letters， VI， 3lf. @"...… a canonry and 
ρensionary prebend of Aberdeen [ScotlandJ of 20 marks…… (1343)" 
一一-Petitions， 1， 15. @“…… the canonry and ρ6子宮sionα?っJ prebend of 
Brechin [ScotlandJ， value 6/. oId sterling…… (1418)"一一lbid.，pp. 
608f. 

も慰布のプラコニベンダつま，令状①によってウェイルズのパンガ司教駿から

も検出される10)。⑨③はスコットランドの事椀であるが，それらには、年金

のプラエベンダグと書かれている。これも、財布のプラエベンダグと18J義で

あろうか。

10) 号岱〉

bl1t during 士泌h告 p告釘:riωod130∞0-1お54必1r稔10P狩告釘τso叩nwas c∞白ぱ11泌設士総edto a r立lam巴伐吋dpr，陀命:eb桂f設ldof 
Bangor. "一一一一一一ωω一一⑤ωω⑤ωω⑤ω⑤“ Fi.ず蒜撚側stiん， XI， 1日1. φ“ … .，. t色合 canonry and prebend， value not exc邑ed
ing 40 marks， of Na終tmaurin B皐ngor... ... (1404)"-Letters， V， 616. ③“-

prξ，bend of Llanvihangell Ytuathe [Llanfih設ngeIy TraethauJ in Bangor…… 
(1423)叱 Letfers，VII， 276. Cf. also VIII， 531; X， 74. 決ず、Q)は鳴位護職務名

簿」の記載であるが，その指織の透りであれば②③はどのように説明すべきか。いずれも

鴎有の名称を務びている。

[31J “….. a canonry of Clogher [IrelandJ， in which church， 
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although there is a fixed number of canons， yet there is no distinc‘ 
tion of prebendsφrebendarum dis#nctio non habetur) ..・H ・(1398)"一一
Letters， V， 100. ⑨“…… Clogher， in which church， although …… and 

the canonries have no fixed rents (1410)"一一Lettelぢ， VI， 232. @"..・M ・
Clogher， in which church， although …… a yearly pension of one 

m訂 kfrom the episcopal mensa has been assigned to him in place of 

a prebend， which is insufficient for his support (1413)吹一一Ibid吋 p.

428. 告“H ・H ・thesaid canonry [of ClogherJ. which have no value 
(144l)"一…Lette符， IXゑ 193.

アイルランドのクロハ司教麗に関する令状ぜあるむここ

数を規定してるが，後らのために、プラエベンダの底分がない/f (1)0 従って

は，定額の給付を受げられない@。いいかえるとここでの参事会長

職は，プラエベンダをf浮わないことからして、議舗檀かすなわち年設皆無で

ある④。参事会議はプラエベン夕、の代替として主主教自身の‘食卓かから，

ち主立教む生計護費習様分から 1マークの年金を配分されるが，それだけで

るために十分でないというφ。この予言教産の前身は修道院か
否か，その点は不明である。しかしプラエベンダを欠いていることからすれ

ば，給主義の形態において修道二上之重量{裂している。

ここでウェイノレズの聖デイヴィヅ司教般における、プラエベンダmクルサー

リス'なるものに触れておこう。

[3幻(1)"Mandateto collate and assign to J ohn Heywarde . 
the canonry and prebend of Penfoos [5t Nicholas Penffoes] in 5t 

Davids [Wales]， value not exceeding 20 marks …日 notwithstanding

that J ohn holds a certain other canonry and a cursα1 prebend of 5t 
Davids…… Upon obtaining the said canonry and prebend of Pen繍

foos he is to resign 対話 saidcanonry and cursal prebend (1405)"-

Letters， VI， 43. Cf. also VI， 85; VII， 176，260f.，386f.，390，567; VIII， 139， 

302. ②“The endowment of the six cursal prebends of 5t Davids 

consisted of the tithes of the parishes of 5t Davids and Whitchurch 

in Dewsland; the parishes were divided into cylchau， each cylch was 
divided into portions and the tithes of出eportions were apportioned 

annually by lot to the different prebend紅 ies…… Theendowment of 
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the pr・ebendscirculated from cylch to cylch and the portions in qu邸側

tion were cal1ed cursal prebenお， as a result of this system . .. .・・ the 

individual cursal prebends do not appear， from the evidence of con鵬

temporary sources， ever to have been distinguished by any name or 

number."ー嶋Fasti，XI， 73. Cf. also p. 66n. 
NOTE: cur制 lis(current) -<:::::: cursus (course) -<::::::: currere (to run) 

令状①のプラエベン夕、は、クノレサ…リスかオ?あるという。恐は『高位謹穀

の編者による解説で，五予響調、クノレサーリスグの諮畿を説壊してい

る。盟デイヴィヅ司教座には， 6 l'牛の、プラエベンダ=グルサーリスグがあ

る。そのほかに所鎮名で呼ばれるものもあり，この『名簿』には 16件が記載

されている。令状窃の盟ニコラス=ペンブォウズのプラスベンダは，その 16件

のうちお…つである。

引用舎の解説によればホプラエベンダログルサーリスグ{の財源は，整デイ

ヴィヅおよびウィチャーチの再強盤区から欝達される。両議霊堂区はまずもっ

て、cylch"すなわち、irclぜなるものに分割され，さらにそれらは、portio"

される。開題合、プラエベンダmクルサーリスかとは，この、ポルティ

オーグである。要するに荷額堂区は6件の "5Ht議グに細分さきれ， 61'やのプ

ラヱベンダの財務;になる。 またホクルサーリスグの諮源についていえば，こ

の形容舗は上言自の通り ホcursus"に，さら 、currere"に弱来ナ

る。この文脈では、読動的'というべきか，あるいはホ可変釣'とでもいう

べきか。

では、流動的プラヱベンダグとは持か，何故そのように呼ばれるか。解説

の文酉によれば、各ポルティオーからの十分のー税は，

ょっ つ に配分dれる汐という。また

ごとに抽選に

エベンダの龍治

母体はcylchから cylchへと譲糠するかということである。こ

o{!!rJから見れば，慰濃の拠出母体が一年ごとにまさに、箆重Yずることにな

ろう。 、悶持代の史料から箆る限り，流動的プラヱベンタ。はいかなる名称で

も，あるいはいかなる番号でも区期された形跡がない号J

前出令状①の‘盟ニコラス=ペンブオウズのプラエベンダ勺ま，前鋒の国有
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名認で識別される。それに対して、読較的プラヱベンダグは器有の名称そも

たず，その点において、財布のプラエベンダ汐と共通している。番号による

とは，引用 [29]のウエノレズ司教箆のクーム第lから第15までの区別が

その典型である。、流動的プラヱベンダグには，そのような背檎号もない。背

番号すらないという点では，やはり、隊布のプラヱベンダグとの顕著な共通

牲がうかがわれる。

* キ * * * 

この第3小節で、は，一般参事会員のプラエベンダのうちで璽殺区司祭職を

財源としないものを扱った。議小節のプラエペンダは聖賞区司祭職を潜瀦と

しており，これを遥倒と見るならば本小節のプラエベンダは異例に属する。

寺1m [26]では，それぞれソーlレズベリとペヴアりとにおける

のプラエベンダグについて述べた。これも典例ではあるが，財諒が特定され

ている点、においてはむしろ前小節合通例と共通している。

ヨi舟 [27][28Jでは，それぞれヱク々タとクレディトンとにおける、財布
のプラエベンダグについて述べた。これは財諒が特定されていない点におい

て異例jである。

引用 [29]では，ウェノレズ烹i教産における、財布のプラエベンダ。と、貨

幣のプラコニベンダグとについて述べ，持者はその実機において持ーと兇なさ

れた。ほかにクームのいわゆる脅番号っきのプラエベンダに普及したが，こ

れは影諜が特定さFれている点において遊関に罵するといえよう。

引用 [30Jでは，まずウニ巳イルズのパンガ司教践にもホ財布のプラヱベン

ダグがあるこを指摘し，さらにスコットランドのアバディーン・ブリーヒン

における、年金のプラエベンダ'にi言及した。後者も実態において、財布の

プラょにペンダグであろう。

引用 [31Jでは，アイルランドのクロハ司教艦に言及し，そと

もちながらプラエベンダが存悲しないことを指摘した。プラエベ

とは，あらためていうまでもなく参事会員職に間有の饗職操である。し
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かしクロハでは，参事会員職があるにもかかわらずプラエベンダがない。

併といえば，これこそは棲絡な異例であろう。

最援に引用 [32]では，ウェイルズの醸デイヴィヅ司教座における、流動

的プラエベンダグについて述べた。財漉が特定されず、背番号もなしその点

においては、財布のプラエベンダグとの共通牲が認められた。

、祭;壌のプラエベンダ。や、クームグの背番号制のプラエベンダを加とす

れば，ほかのプラエベンダは財諮不特定という共通牲者ともっている。ここで

は，これら財源不特定のプラエベンダの地理的分布に注闘したい。ょにクセタ

司教管毘はイングランドの蒋東の突穣に位援し，クレディトンもその管区に

れる。パース烈アンド=ウェルズ司教管区はこのエクセタ奇数管区に欝鋒

し，これもいわば突端に近い。惣デイヴィヅ司教管区とパンガ司教管院と

は，いずれもウェイルズの西部に位置する。クロハ珂教管註はアイルランド

にあり，アバディーン・プリーヒンの陣司教管区はスコットランドの北東部

を占める。要するにカングベリを中心として見れば，これらはいずれも‘辺

に位寵している o :hングベリ奇震擦とする設動は，辺境にまで及ばな

かったということか。地理的分布からは，そのような印象を禁むえない。

最後に 2件の異例に触れておこう。

[33J CD“…… a pellミetualbenefice without cure， called a ρrebend， 
in the parish church of Bromiert [Bromyard in the diocese of Here-

fordJ …… (1427)"一一Letters，VII， 506. “・.. . . . a certain perpetual 
benefice without cure call-ed the prebend of the fi持tportion in the 

parish church of Bronyerd …... (1428)"一一Letters，VIII， 90. @".... .. 
a certain perpetual benefice called a 1うrebendin the parish church of 

Kiluatthrend [Killoran， Killluathreand， in the diocese of Achonry， 

Ireland]・…..the said benefice， which is without cure…ぃ (14紛"一-
Letters， IX， 88. Cf. also VIII， 557. 

プラヱベンダとは，再三三指摘の還り司教窪聖堂あるいは在裕参事会聖堂の

参事会員職に毘有の褒磯禄である。しかしこの2件は盟盤区盟堂のプラエベ

ンダであり，その点においてまさに異鰐に賭する。ここではとりあえず，そ

のような事例の存主を指摘するだけに罷めよう。
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H 参事会務係の非奇牧聖職禄:一般参事会員のf走行者

とそのホウィカーリウス。すなわ

ち奇牧代行者とについては，すでに本麗32 、参事会関係の非可牧聖戦禄:

でも誇及されている。参事会員職に固有の聖職禄つまりプ

ラエベンダは，しかるべき蓑笠区の湾祭職安慰源とするばあいがある。その

ばあい参事会員はその司祭職から所定の年収受窓得する一方で，その聖堂区

にはウィカーリウスを配属して育教義務省E代行させなくてはならない。いい

かえると現地の埼牧を代行者へ委託することによって，参事会員本人は湾牧

義務を解除された。第2小節の代行者とは，このように現地配属の代行者で

あった。しかし代行者は，それだけに留まらないこともある。

[34J CD“….. Roger has a chaplaincy or sinecure vicarage of [the 
cathedral church ofJ Wells(1345)"-Letters， III， 204. @"..…・ the
vicarage of a stall [stallumJ in the church of Vミrells(1349)"一…Ibid.，p. 
296. @“…ぃ inthe church of WelIs in which he is知的statled

vicar …口隆 (1401)"-Letters， V， 422. 窃~… perpetualvicar in the 

church of Wells holds also a chantry …一 bothwithout cure . 
(1402)"…- Letters， V， 519. Cf. also IX， 253f. ゆ“…ぃ John Ospellan， 
perpetual vicar of the prebendal parish church of Crochan [CrohaneJ 

in the diocese of Cashel [Ireland]， has…… neglected the cure of 
souls of the parishioners…… (14ら3)"…一一Letters，X， 635. 

令状@のロジャはーウェルズ司教蔑霊堂において代行者識を占有し，しかも

それは、爵職'つまり非司牧である。また②は，向じ司教産におげる、スタ

ルムグの代行者職に欝及している。さらに③ではラその、スタルムグに配麟

'dれた代行者なるものが述べられている。ほかに告の代行者は第2小第の一

連の代行者と同様に吋亘繋的'という形響詩を帯びており，しかもその代持

者職もやはり非理牧である。なおホスタルム。とはすでに引用 [26]で税明

り椅子であり，この文脈では参事会議が司教蔑懇堂の襲歌離席で記当き

れる精子である。

最後の令状舎は，比較のために高官出 [24Jの舎をあらためて引用したもの
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である。 φ母@④との相壌は，どの点にあるか。これらはいずれも王者教座の

鰻堂内配属あるいは参事会配属の代行者であるが，最後のジョン

堂区に記麗されていた。饗するに吋亘常的代行者汐には，喪堂区配農のほか

もありえたc 令状の判読にをきっては，そおような配属先の樹遣

にも設意しなくてはならない。

[35J G)"…… a certain perpetual vica幻zgewithout cure in [the 

cathedral church ofJ Hereford(1419)"一一Letters，VII， 119. @“・・
one of the vicarage choral in the church of Chichester [unum ex 

officiis vicariis stallorum nuncupatis ecclesie Cicestren.J…… and a 

perpetual benefice…… both of which are withoutcure …… (1437)" 

-Letters， V立1，676. @九…・(1)Walter Haydok， a canon of [the 

collegiate church of St J ohn]， Chester …… (2) he had held for some 

time， by tolerance of the ordinary of the place [the bishop of 

Coventry and LichfieldJ and of the chapter of St John's， and was 

sti11 holding， a canonry of St J ohn's and the prebend called the forth 

prebend of the Cross on the south side， (3) and also the vic.αrα'ge 

choral without cure， and by reason of it a stall， (4) and had received， 

and was still receiving their fruits etc.…… (5) together with his 

daily distributions whenever he was present at divine offices 

(1436)"… Ibid.， p. 589. 

令状信の霊常的代行者職は，護5層先がヘレブアド司教鰻であり

である。②は配麗先がチチェスタの司教撞であり，やはり参事会への配麟で

ある。しかもそれは、聖歌擦のウィカーリウス鞍'と英訳されているが，ラ

テン語の原文ではホスタルムのウィカーリウス職。であるというo@も英訳

で故、霊歌畿のウィカーリウス毅'であるが，震文は不明である。これも‘ス

タノレムのウィカ…リウス職。であろうか。

令校舎について説明を補足しよう。ウオールタは，チェスタ譲ヨハネ主部

参事会聖堂の参事会鎮である(1)。後はかつて管区司教と襲ヨハネ聖堂参事会

との双方から寛大な龍、可をえて，この参事会饗堂において 2件の聖議議を占

したことがあり，また現在もそれらの占手ぎを続けている。そのうちの I件

は， I建塑堂の参率会員資格に{寸臨するもので、鶏ooJの十字架の第品番プラょに
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ベンダグと呼ばれている{針。聖歌隊のスタルムは，通例として帯鋸と北側と

に並行して寵醤される。参事会員としてのウオールタのスタルムは， J者{員むと

あったということか。

仙の聖職探11'牛は‘聖歌離のウィカーリウス職'であり，ぞれに付隠する

スタルムである(3)。しかも畿は以前にもまた現夜もこれら 2件のスタノレムか

ら収益な受給し{必，ほかに聖堂内で翌務羽課の代行者としてそれに参加する

ときには，参加報腕として沼当を受給する{目。これは第2の聖職議すなわち

、強歌隊のウィカーリウス織かに丹鎚する報舗であろう Q 信一議堂における護

数塑畿の兼任は原則として禁止されているが，このばあいは管区弓教と参事

会との双方からいわゆる、寛大な認まざグがあって実現した。

いずれにせよ、聖歌離のウイカーリウス職グは，司教脱聖堂のみなら

得参事会塑堂にも存在したl九しかもそれらは，上記一意義の事関のように

ぺて非高校であったと推定される。参事会においては参事会員職それ告体が

非珂牧であることからすれば，その参事会員職の代行者騒が非可牧であるの

は当然であろう。

11)“T治 recentpetition of the perpetual vicars 01 the choir of the church of 

Exeter contained that in th記 saidchurch th記reh呈vebe巴nfrom its ori苔inalfoun飾

dation， as is beli色V説，註smany perpetual vicars as canons， namely twenty-four， 

by whom divine services ar吃 perform吋 inthe stead of the canons， and to舘 ch

of whom 20s. a y邑aris assigned from叩 chpr・ebend;...... that subs己申告ntlyth己

late king Henry [IVJ， 日日巴ingthat th官級idvicars poss告蹴da certain lod必球

(hospicium) in the cem担ぬryof the church of Exet告r，在 number of 1設.nds，ぬne恥

ments， rents etc.的 d…… grantedthat they should be caJled in perp杭uitythe 

col1暗記 ofvicars of the church of Exeter， one of th告知 to be elected warden 

. and should hav悲 acommon seal， and hav記 inother respects [dξtailedJ the 

legal 'status' 01 a college…... (1419)"一 Letteγ'$，VJI， 123. エクセタ司教療の
、聖歌燃の代行革雪'に関ずる令状である。彼らの定員・戦務・年収・資産のほかに，その組

織に言及され、コレーギウム汐としての法身分・法人格安認められているという。正規の

番喜善葬会が法人格をもつのは当然としてラとれは代行者の法人、コレ…ギウムグに言及して

いる。
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[36J ①"To John Rendall， perpetual vicar of the prebendal church 

of Mylton [Great Milton EcclesiaJ …… (1460)"一…Lette蛇 XI，570. 
② 

[GreatJ 1註L淀頃f釘到i日批1比ton[Ecαcle削s必iaJ.……鱒日…...日.king Henry [VI]， whose chaplain he 

is…… (1453)"… Letters， X， 130. /“班.Robert Fleming 143拘O一6釘7a部s 
the p戸reめbendお紅:y 0ぱfMilton 1窓配:<:ccle郎si弘a"九~一Fら市'asti弘fえ， 1， 9位2 ③ 
Robert F到lemmIIれ19ふ， dean of Lincoln…… is proctor [in the Roman 

Court] of Henry king of England， a notary [notariusJ of the pope 
and the apostolic see ...... (1458)"一-Letters， XI， 681. /“抗 Robert
Fleming 1452--83 as the dean of LincolrずにFi.偽札 1，4. 

揺出引用 [24Jに若干の常幸震を追加し，あるいは削除して再掲した。説明

お便宜のために，n穣序も変えてある。大ミルトン=エグレーシア繋堂区はりン

カン理教肢のプラエベンダであり，現地には①に記載の通り笹堂的代行者と

してジョンが艶属されている G ぞの時点でプラヱベンダの名磯上の

は，窃に記載の溜りロパートである O しかも綾は，③によれば同時にリンカ

もあった。

それのみか設は，舎で盟主直震身分の礼拝所弓懇であり，舎では教皇庁駐

在の国王の代理人である。さらに教裂との関係においては，その‘ノターリ

ウスグすなわち教主義令状の起草宮の地告にあった12)。これほど高位の人物がリ

ンカン司教座に常勤し，単なる一最参事会員の職務に専念していたとは考え

られない。とすればロパートは聖堂区書記騒のジョンのほかに参事会へも代行

者を配j寵したはずであるが，その情報は『教室令状簿」から検出されない。

12)教室起慾宮については，扮縞「く史料所見>Calendaγ 01Papal Registe:rsにおける

教泉官僚一一1198年から 1471年までJ (中)北海滋大学『文学務紀要』遜巻75母(1992年)

の策号館‘第10室主で詳述し?と。またロパ…トのよう しかも教感直属身分のも

のについては，やはり「く史料所見>襲職者における教皇・国王への同時雨属…-1198年

から 1304生手までJ r文学部紀重弘通念符号 (1994年〉で扱っている。この善後題で、将時附

綴々とは，ロパートのような事例を窓味ずる。

引用 [34Jから [36Jまでを一話して，その嬰点を再確認しておこう。こ

の第4小節では，参事会関係の非主君牧き認識禄としてー椴参事会員の代行者職
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を援った。しかもその代行者とは，聖紫援護E騒の代行者ではなくて，

配属の代行者であった。参事会鎮のプラエベンダの財源は，常

織であるとは限らない。しかし聖堂区司祭畿を財瀦とするときは，

して後に司牧畿務を委託しなくてはならない。また一方で参事

とは棋らず，非常勤の;ぎあいには参事会に代行者そ配

属して参事会における職務を委慌しなくてはならない。

参事会配属の代行者は，史料文簡で、強歌離のウィカーリウスグとか，あ

るいは‘スタルムむウィカーリウスグと呼ばれることもある。しかし聖堂認

と問機に，単に、ウィカーリウスグあるいは、'1箆常的ウィカー

リウス汐と響かれることもあり，喜三議先によって識別せざるをえないことも

ある。いずれにせよ一般参事会員の塑職雑つまりプラエベンダは，それ自体

が非司牧である。従って参事会配属の代行者識もまた，同議に非主守牧であっ

て当然というべきか。

れ その他の非苛牧聴職様:礼拝堂

まず、礼拝堂'とはfi:iJか。この訳語について，禁者なりの所見をそ述べてお

こう。これはいうまでもなく、cappella:chapel"の訳語である。しかし筆者

はカベラをマし算盤'と呼ぶ一方で，対象によっては可L拝所グという訳語

を充ててきた。何故か。

[37J Q)“H ・a・. RichardShawe， canon [canonicus] of the king of 

England's free chapel [libera capella] of St George in Windsor castle 
. a canonry and prebend in the king's free chapel of St Stephen 

in Westminster palace…… (1392)"一一Letters，IV， 426. @“…… 
Wi1liam Sleford， dean [decanus]， and the chapter [capitulumJ of St 
Stephen's chapel in the royal palace of Westminster …… the said 
chapel， which is collegiate [collegiata <:::ご- coIlegium: collegeJ， 

belongs to them [the dean and chapter] ..・...(1393)"一一Ibid.，pp盗
462f. Cf. also pp. 328f吋 506.

令状舎では，ウィンザおよびウ Jこストミンスタの悶王の自由なもカペラグ
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にi言及されている。しかしウィンザのカペラにはカノニクスつまり

が在籍し，ウエストミンスグのカペラにおいては参事会員とそのプラエベン

ダについて諮られている。ぞれのみか{舎によれば，ウエストミンスタには

、デカ…ヌスとカピトゥルムグとが存在した。参事会長のもとに参事会が存夜

したということで，この文言は法人としての参事会を意味する。さらにウエ

ストミンスタのカペラは，コレーギウムすなわち技部参事会聖堂として構成

されているという。カノニクス・プラエベンダ・デカーヌス・カピトゥlレム

などは，いうまでもなく荷数連参事会翠堂や在俗参事会聖敢に特有の菊語で

ある。

るにウィンザ・ウエストミンスタの両聖堂はいずれも

であり，呼称はカペラでも単なる、礼拝堂汐ではない。筆者はとれまで独立

m 十伶卓官官ム削掛としてのカペラに、礼拝所'という訳語を充て，小規模な

可L拝堂汐と髭到してきた。上記の盟王の自由なカペラには，従って、王立自

由礼祢所'という訳語が充てられた。との第6小蔀の綾討対象は比較的小競

ワし拝堂'であって，王立由自礼拝新のような独立の霊堂ではない川)。

13)抱穣「ロンドン裂マルティヌス大教会と国王行政J (よ・中・下)北海選大学 f文学

部紀要護憲幸62・63・64号(砂紛糾 r中世イギリスの官立自由礼拝所グー-J.H.デ

ントンの所説に演する党議J (よ・下)r文学部紀導要』溜考委65・66号(1合的年); r <再言葉>

ロンドン慰マルティヌス大慾鐙叩-J.H.デントンの所説に関する3義務J文学部紀望書」過者警

告7長手 (1990年)。ロンドン潔マルティヌス大殺さ設は，王立闘尉ネL:f2f.・所のまさに禁漁絡に相
当する。

では，次の事例をどのように理解するか。

[38J CD“…… the chapel of St Andrew the Apostle， which is paro-
chial [parochialisJ and is situate within the bounds of the parish of 
the parish church of Stalham in the diocese of N orwich …… (1443)" 

Letters， IX， 333f. ②“H ・H ・(1)the villages (vil1arum siue villagior-
um) of Willestourne [WilstoneJ…… in the parish of Trynge [TringJ 

in the diocese of Lincoln…一 (2)the said villages are an English 
mile distant from the路 idparish church， to which it is very often 
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burdensome for the said inhabitants to go for mass and other divine 

offices， for baptisms and other sacraments and sacramentals， espe-

cially in 'A'Inter， on account of floodふ thedangerous crossing of 
wooden bridges， perils of the roads， frequent tempests and divers 

other impediments， and (3) that in consequence children sometimes 

die without baptism and the sick without the sacraments; and (4) 

that in the said vil1age of Willestourne there has been founded a 

chapel of the Exaltation of Holy Cross in which mass etc. can be 

celebrated， marriages solemnized， women churched， children baptized 

and other sacraments and sacramentals administer吋…... (5) to 

grant licence and faculty…… to have a font erected in the said 

chapel， and after the chapel has been erected and built， to have 

mass etc. celebrated in perpetuity therein …… (1444)"-Letters， IX， 
46lf. Cf. also pp. 63，101，1l2，203f.，216，255f.，28訂勺335，480f.，557;え 62. @ 
. to found and build in the place calledCotle situated within the 

said bounds [of the parish of the church， which is Jうαroch主主1，of the 

said [CistercianJ monastery [of Melrose in the diocese of Glasgow， 

ScotlandJ …… a chaρel， with font， cemetry and other βarochial 

'insignia，' in which chapel the cure 01 souls of the said parishioners 
shall be exercised …… (1443)"-Letlers， IX， 412f. Cf. also VIII， 342f. 

@“…日 theparish church or CMρel with cure of St Michael at the 
south gate of Oxford in the said diocese [of LincolnJ……(1431)"-

Letiers， VIII， 387. i窃"......a chaplain， to celebrate ma部 etc.daily in 

the chapel of the said place [Little Stanway in the diocese of 

LondonJ， which is a da増hterchapel of the said [parish] church [of 

Stanway]…υ(1431)"一-Ibid.， p. 322. 
令状の聖アンドレアのカペラはホパロキアーリスかであり，しかもリン

カン司教饗区のスグラム観賞監の管轄領域内に位盤している。では、聖堂訟

の礼拝堂グとは何か。その縁味を知るために，いささか冗長ではあるが，令

状φ在日)から(5)までの5項目に区分してその}I関序で設現しよう o

リンカン司教管区のトリング謹堂区には，ウィルストンなど4村落がある

な)。これらの村落は聖堂区聖堂から 1マイノレほどの寵離にあり， とりわ

は投民にとってミサなどへの出馬が斐難である(2)。新生児は洗礼を受
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けることなく死亡し，病人も終I践を受けずに死亡することがある{説。そのよ

うな状況のもとでウイルストンではカベラの基礎工事が完了し，ミザをはt;

めとして投民の瑚牧の条件整欝がなされている{針。

以上が住民からの諦願要皆の反護であり，以下(5)にこの令状の本文が続

く。令状はそのカベラに説礼盤を設関すること参またカペラが線工し融会霊式

を終えたら，そこでき器堂区本謹堂に準じて阻常的に議務を執行することの認

可を与えた。要するにこのカペラは，本撃堂から遠い住民のために謙出所つ

まり支盟堂として認可された。 "chapelof easeかということばがある。

通りにいえば、梗宜礼持堂'である。本聖堂あるいは骨盤堂から遠い住民の

ための支聖堂あるいは娘聖堂である。

令状①の、カベラり守口キアーリスかすなわち、聖教区の礼静堂かとは，聖

堂区所践的礼拝党であり，本聖堂に対する文聖堂であろう。令状窃の新設予

定の主主ベラも徐護霊堂涯の礼拝堂グであり，しかも河牧の執行が務部会れてい

る。この第5小館の礼拝堂は，非可牧草堅職禄としてお礼拝堂である。従って

は，貰j牧聖職禄であることからして以下の一連の礼持盤か

らじま関される。

令状④にはも養護金IR聖蛍あるいは礼拝堂汐と書かれており，しかもそれは

南牧聖職誌である。過去にカペラであったことの名残か。@の礼拝賞は，

堂毘の母聖堂に対して守主礼拝堂グであるという。

[39] む寸oRobert Sprotlay and…... perpetual chaPlains [capel-
laniJ of the chantry [cantaria -=::::::::: cantare: to singJ of the late John 
duke of Lancaster and Blanche his wife， founded in the [cathedralJ 

church of London…… the said chantη， which is without cure… 

(1455)"-Letters， XI， 14f. @“…… the several benefices without cure 

called chantries in the [cathedraI] church of Chichester， wont to be 

assigned to persons in priest's orders， called stal1 VIcars …・・ (1451)" 

Letters， X， 103. Cf. also VIII， 676. @“…... Thom部 deTulach 

[TullachJ， perpetual chaplain in the [cathedral] church of Brechin 
[ScotlandJ …… the said chaplaincy， without cure …… (1445)"-

Letters， IX， 439. @"..・H ・Patrickde Brynnech， perpetual chaPlain at 

the altar [altare] of St Thomas the Martyr in the [cathedral] 
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church of Moray [Scotland] …… 投球 said ch母laincy，without cure 

. (1444)"一一Ibid.，p. 447. @“・….. in the coUegiate church of 
Bothuil [St Mary， Bothwell] in the diocese of Glasgow [Scotland] a 

certain perpetual chaplaincy without cure …… (1437)"-Letters， VIII， 

64lf. 

令状Cむのロパートほか l名は恒常的、カペラーヌス'であるが，

ロンドン鴻教控聖堂内の、カンターリアグであって、カベラ。とは書かれて

いなし〉。しかしカンターリアとはミサを、歌うグ場所であり，カペラそれ詣

体である。従ってカンターリアとカベラとは，期ouにおいても互換散が認め
られる。たとえば次的引用 [40]の岱がそれである。

令状@のチチェスタ司教座の事例も王寺ンタ←リアであるが，これらは、ス

タJレムのウィカーリウスグへ寵当されるという。この、盟歌隊の代行者'な

るものについては，前小慾で欝及されている。なおこの代行者は，震例とし

て品較におい った。

令状③④も カベラーヌスの事部であり，ゅでは、殉教者盟トマス

のカペラーヌスと警かれている 14)。カペラにせよカンターリアにそ

よ，それぞれに祭壇があるのは当然で，(1)窃もまた祭壇のカベラーヌス

ることに変わりがない。いずれにせよこれら 4件は，すべて非現殺であると

いう。最後の令状は主搭参事会猿震に襲するもので，そこでも司教鹿と需様

に非珂牧のカペラ…ヌスが検出される。

14)①“…… one of the vicarages choral in tl後むhurchof Chichest君主…日 and

a perpetual benefic号 calleda chantry呂tth昔話ltarof St Pantaleo in the said 

church， both of which are without cure……(1434)"一一Letters，VIII， 676. ②“…… 
warden of the chantry or altar of St Laurenc巴 inthe church of York …… th告

said chantry， which is called a 'personatus' …. (1435)"一一lbid.，p. 540. 立会“…h

the perp紋ualcルψlaincy，without cure， at the al品arofSt Clement in th告 churchof 

the Benedictine mon註S総ryof Holy Trinity， Caen， in the dioc母seof Bayeux…… 

(1428)"一一lbid.，p. 1な ④“…… perpetual chatlaincy at the altar of SS Martin 
and Agatha in the church of Avr在nche，without cure …… (1441)"一一Letters，IX， 
168. ⑤“…... p企rpetualchatlaincy品tthe altar of St Mary de Orto iれぬ邑 church
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of Rouen .…・・ the above chaplaincy， which is ωithout cure .…・・ (1445)"一一

Letters， IX， 489.⑥“…… a perp巴tualchaρlainのIwithout cure at St Catherine's 

altar in the parish church of Saint.Nicase， Rouen …… (1444)"一一Letters，VIII， 

428.⑦“…… the perpetual chaρlains in the [collegiateJ church of St Mary， 

Sowthwell [SouthwellJ， in the diocese of Y ork， living therein in common .. 

(1427)"一一LetteκVII，569. Cf. also p. 688 (INDEX， as vicars choral) 令状①

には、聖歌隊の代行者'のほかに、祭壇のカンターリアグの文言が見られ，いずれも非司

牧である。②ではホカンターリア。と、祭壇'とがいわば互換的に用いられている。また

この令状には、ペノレソーナートゥスグと書かれているが，この文脈での、ぺJレソーナートゥ

ス。の意味は不明である。令状③から⑥までは，フランスのしかも、漂檀のカペラーヌス。

に関する記録であり，同様に非司牧である。最後の⑦のカペラーヌスは，刊本「教皇令状

簿』の編者によれば、聖歌隊の代行者。である。なおホペルソーナートゥスグについては，

前稿末尾の[付録]を参照されたい。

[40J ①“….. chanter [cantorJ of the chapel called a chantηof 

Holy Trinity in the parish church of Horshamm [Horsham] in the 

diocese of Chichester the said chant;ηwithout cure …… (1438)"-

Letters， VIII， 673. ②“…... perpetual chaplain in the parish church of 

Holy Trinity， St Andrews [Scot1and]…… the said chaρlaincy， with 
out cure .…一 (1428)"一一Ibid.，p. 15. ③“・…..perpetual chゅlainin the 
[parish] church of St Clement， Dunde [DundeeJ in the diocese of 

Brechin [Scot1and] …・・ the said chaρlainり without cure .…・・ (1442)" 

一一Letters，IX， 323f. ④“…… a certain perpetual ecc1esiastical bene-

fice without cure， called a chantry ・・・… in the chapel of the Annun-

ciation of the same St Mary in the said parish church [of Burrough 

Green in the diocese of Ely] …… (1456)"一一Letters，XI， 115. 

いずれも聖堂区聖堂の事例であり，それぞれに非司牧のカペラーヌスが在

籍する点において上記一連の司教座聖堂と共通している。逆にいえばカペ

ラーヌスは，司教座聖堂のみならず聖堂区聖堂所属のばあいもあり，しかも

やはり非司牧である。

なお令状①は，カペラとカンターリアとの互換性を明記している問。その

ことからすれば，冒頭の、カントノレグは，、カペラーヌス'と互換性をもたな

いか。またこの令状では 2度にわたって、カンターリア'に言及されてい
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る。第lのカンターリアは，カペラと互換されることからしてワL拝堂かで

あろう。第2のカンターリアは，非弓牧であることからしてカントルの識で

あろうか。令状ゅのカンターリアはカペラ所躍の護職様であり，これもカン

トル犠であろう。

15) "..… 予告rpetualchaplaincy， c呈lleda chantry [in the church of Lincoln 

. without cure…… (1427)九一Lett邑rs，VII， 565. これも友換J燃の事例である。

[41J <1)"...... the chapel or ch倒的I without cure of St Nicholas 

de 1ミoughholm，Gressenhale [GressenhalI in the diocese of N orwichJ 
. (1428)"一-Letters， VIII， 66. ミ会“......the chantry of the church 
[or ch印 el?J of St Mary situate within the bounds of the parish 

church of Panyng [Poynings in the diocese of Chichester J…… with-
out cure …… (1429)"-Ibidリ p.81. 
これらもまた非蒔殺のカンターリアに関する令状であるが，子立本 F教皇令

では実態が見えてこない日)。

16)合マoThomas Xewman， warden of Mydlyngton [Middleton]εlw認均 in

the parish church of W昌penhem[Wappenh設 inthe dioc日seof Lincoln .. 

the said chantry， which has cure and is an incompatible benefice…… (1439)"一一
ふette1'S， IX， 5認号. ② 

[cha閣乳叩n凶tηi泌n[以the告 p仰乱ari付isぬhchurch of] Wa叩p昔佃nh凶am.……盆υ….日..い. the chantry (cantoria) of 

the above church， which is a principal elωtiv吉 dignitywith cure…… (1441)"一一
Ibid.， p. 166. Cf. also p. 114. ③“…... the church or pious place c呈lledclwntη 

within the bounds of th告 townof T昌也.eshall[Tattershall] in t加 dioceseof Lin-

coln， which th告 saidbaron's prog合nitorsfounded and endow記dfor thirteεn 

priests， chaplains， and as many poor(1435)"-Letters， VIII， 528. 滋笈区室霊堂

内のカンターリアで，しかも弓牧重量磯禄マある点において主主飼される。なお令状@のカン

ターヲアは，可祭定員 13.iちというととで，災綴において在儀参議事会事援堂であろう G

[42J “…日 the wardenship [custodia <::::ご custos: warden， 
keeperJ without cure of the free chapel [Hbera capellaJ of Chraw紅側
dyn [ShτawardineJ in the diocese of Hereford ・・…・ (1437)"一一 Letters，
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VIII， 656. @"..… the wardenship without cure of the jシeechapel of 
Haveringmore [託averingmereJin the diocese of Ely…… (1437)"-
Ibid.， pp. 63lf. Cf. also p. 659. @"...... rector of the free cJuψel of 

Crombe Abytot [Croome D'AbitotJ in 出合 dioceseof W orcester .. 

to hold with the said c初Oel，without cure .…一 (1434)円一-Ibi.ム p. 
483. Cf“also pp. 18，116.告… rectorof the free chゆel(de) Rusell 

alias de Paleis [ChapelrussellJ in the diocese of Limerick [IrelandJ 
. the said rectory or chapel， without cure…日 (1455)九一Letters，

XI， 253f. @"..…. the chantη) without cure of SS Stephen and 

Thomas the Martyr by the town of Rommene [N ew RomneyJ in the 

said diocese [of Canterbury J， called a freeεhapel .…ぃ (1437)"-

Letters， VIII， 628. @'‘To John Bagot， master of the hospital or jト'ee

chapel of Clothale [Clothal1J in the diocese of Lincoln …一 thejシ'ee
chaρel of [or ?J the hospital of St Mary羽agdalenof Clothale…-
without cute …… (1446)"一一Ibid.，p. 310. 
これらはホリーベラ=カペう戸すなわち自由礼拝堂に寵する令状であり，

状Q)@ではそのホクーストースかについて，また③舎では、レークト)1/"に

れている。諮惑からすればクーストースとは施設の管理費任者マあ

り，レークトルは倍仰の指導監督者であろう。レ…クトルは，

を意味することが多い17)。しかしこのばあいは，一方のクースト…スととも

に礼拝堂勤務の奇祭者であろう。なお令状母訟ではまず、カンターリアグ

及され，それが、リ…ペラmカペラかと呼ばれている。また舎では自

と施嬢践とが互換的に揺いられている。いずれにせよ，これら

牧である。

17) "・M ・..Robert Semer， rector of thε altar of St Mich昌吉 inthe church of 

York…υ(1427)"一-Letters， VII， 500f. ここれは令祭壇のレークトJv"の事例である。

‘リーベラ=カペラかには爵出引用 [37Jでも言及されているが，ぞれらは

いずれも王立の、自由礼拝所グであり，組織編成に

あった。ではこれら 4件もやはり在搭参事会駿盤であろうか。さ当簡の推定を

述べるならば， なくておそらく小規模な‘礼拝堂グであ
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ろう。在俗参事会聖堂であれば参事会員のプラエベンダがあり，そのプラエ

ベンダとの関連で『教皇令状簿』に頻出する。しかしこれら 4件に関しては

プラエベンダの情報がなく，カペラそれ自体についても情報が乏しい。

いずれにせよこれら 4件の礼拝堂では，司祭者の職がすべて非司牧である

という。なおカペラーヌスとクーストースとは互換的に用いられることもあ

る18)。

1凶附8ω)① 

ch ιρ el of Knoll [口Kむ匂nowl巴eJ加nthe diocese of Coventry and Lichfield .一...….リ.(1439)" 

- Letters， IX， 63. ②“…… the perpetual benefice without cure called a押1aster-

ship [-<二 magisterJ or ward，帥 shipin the church [hospital or /ree chapel] of St 

John Baptist， T巴nby[in the dioc巴seof St Davids， WalesJ …・・ (1431)"一一Letters，

VIII， 462. ③“…・・・ th巴 ωardenshiP without cure of the chantry in the chapel of 

Holy Cross within the parish church of Attilburgh [Attl巴boroughJin the diocese 

of Norwich ...... (1423)"一一Letters，VII， 281. / “-… master or warden of the 

chantry of Holy Cross …… for five chaplains， one of them to be called master 

or warden…… (1423)"一一Ibid.，p. 279. 令状①ではカペラーヌスとクーストース

とが，また②③では，クーストースとマギステJレとが互換的に用いられている。なお③の

後半では，カペラーヌスの定員として 5名が想定されており，実態において小規模な在俗

参事会聖堂であろうか。

[ 43J ①“…・・・ the chapel， lately founded， of St Mary the Virgin 

[of GraceJ in the common pastures of Andancton [AdamtonJ， and 
within the lordship of Lykylesteuart [Kyle Stewart， in the diocese of 

Glasgow， Scot1andJ …・・・ the said chapel， still void， without cure . 

(1446)"一一Letters，IX， 548. / “…・・ rector of the chapel of St Mary 

Grace's …・・・ (1446)"一一Ibi孔， p. 568. ②“…… the chapel in Rydon 

[RoydonJ， in the diocese of N orwich and the chaρel of Mote [MoatJ 
in the diocese of Chichester， both without cure …… (1442)"一一

Letters， IX， 278f. /“…... the chapel of St Mary， situate on the gate 

of the said manor [de la MoatJ， and of the patronage of the lord of 

the said manor .….. the rector of the said chapel .…ー (1467)"一一

Letters， XII， 608. ③“…... the rectory without cure of the chapel of 

Martell [Ardkilmartin in the diocese of Limerick， IrelandJ 
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(1461)"-Ibid.， p. 111. 

文面では単に、カペラ'とだけ書かれており，自由礼拝堂か否かは不明で、

あるl九しかしいずれにもホレークトノレグが配属され，また非司牧である点に

おいて上記の自由礼拝堂と共通している。令状①のカペラはカイル=ステュ

アトの、lordship"の中にあり，また②のカペラはマナの門に接して配置さ

れており，マナの、lord"〆のパトロン権のもとにある。いずれもマナ領主の

私的礼拝堂ではないか20)

19)① 

[Whi討it凶tl巴白esfおor吋dBridge] 泊nt由h巴 d也ioces巴 of Ely .…….一…....(似141凶悶8め)"-Lμet.帥ters符爪5ふ， V引II，4位2./ 

“To Henry Pe印nwh加lor此tham..，……..….日.the chaρel without cure of Wytelesfordebrygge 

・(1426)"-Ibid.， p. 471 ②“H ・H ・thefree chapel of St Laurence in th巴 dio.

cese of Rochester .…. (1423)"一一Ibid.，p. 281. / “…・・ the chapel without cure 

of St Laurence [in the diocese of Rochester] …・・ (1423)"一一Ibid.，p. 286. 一方

で、自由礼拝堂'と書かれているものが，他方では単に‘礼拝堂'と書かれている。いい

かえると単に、礼拝堂'とだけ書かれていても，実態においては、自由礼拝堂グであるこ

とが少なくない。

20)①寸o}ohn Wynturshulle， lord of Wynturshulle [Wintershill] in the dio. 

cese of Winchester …・ー to have in the chapel of the said manor [of Winter. 

shill] distant from its parish church of Shald巴forde[Shalford]， mass and other 

divine offices celebrated by his own or other fit priest， in presence of himself 

and his household， and of the sick and weak inhabitants of the manor village 

. (1430)"一一Letters，VIII， 172. ②“To William FitzHugh， baron and lord of 

Ravenswath [Ravensworth] in the diocese of Y ork. lndult for himself and his 

wife and children to have， in tim巴 ofinterdict， mass巴tc.celebrat巴d，ρrivately，in 

his manorial chapels (1432)"-Ibid.， p. 406.③“….，. the priests and chaplains of 

the chapeゐ withinthe royal manors …... withoutρrejudice， however， toμrish 

churches…… (1442)"一一Ibid.，p. 240. いずれも、マナの礼拝堂'に対して，ミサ等

の聖務日課の執行を認可したものである。②ではホ私的にかと書かれており，③では、聖

堂区聖堂の権益を侵害しないかことが条件とされている。マナ村落の住民に関しては，①

で対象が病者・弱者に限定されている。これも聖堂区聖堂の権益に配慮、したものか。

[44J “…… a certain piece of the true Cross of our Lord was 
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miraculously translated from beyond the seas to the chapel of the 

Holy Cross near the said town of Pebelys [Peebles in the diocese of 

Glasgow， Scot1andJ…… sometime by a secular priest， sometime by 
a Trinitarian friar .…一 [toJ erect the said chapel， which has not 
hitherto been collated as a title of a perpetual benefice， into such a 

benefice without cure for a secular priest or c1erk .…・・ value not 

exceeding 81. sterling …… (1463)"一一Ibid.，pp. 168f. 

このカペラは，伝承によればイエスの十字架の破片を保管Lているとい

う。かつて在俗の司祭1名がこれを管理し，後には聖三位一体修道会の修道

士1名がその任務を帯びたこともある。ここで注目されるのはむしろ後半で

ある。これまでこのカペラは，恒常的聖職禄の、権原'を帯びたものとして

授与されたことがなかったという。この令状は新規に恒常的聖職禄としての

権原を設定するもので，非司牧のしかも年収額8ポンド未満の聖職禄になっ

た。司祭者の定員は 1名で，在俗の司祭かあるいは聖職者として剃髪を受け

ていれば品級において司祭でなくともよい。引用 [39J以下の非司牧のカペ

ラとは，いずれも定員 1名か2名程度の小規模な礼拝堂であろう町。

21) “… ・・ the recent petition of William Asenhill， knight， temporal lord of the 

place of Gyldenmoerdeon [Guilden MordenJ in the diocese of Ely (containing 

that out of his special devotion towards the church of th巴 Cambridgehouse of 

Carmelites he has lor theωelfare 01 the souls 01 himself and his late wife 

founded a perpetual chaplaincy or chantηin the said church， and endowed it for 

a perpetual chaplain to say masses and oth巴rdivine offices therein in perpetuity 

. (1440)"-Letters， IX， 119. 定員はこの事例においても 1名であり，またここ

ではカペラの寄進者の寄進の動機が書かれている。本人と亡妻との救霊のためである。

[ 45J ①“…… the cause which lately arose between them [the 

Augustinian prior and convent of TauntonJ and the ρarishioners of 
the chapeゐ ofStapulgrave [StaplegroveJ and St J ames [TauntonJ， 
Stoke， Russheton [RuishtonJ， Corff [CorfeJ， Wylton [WiltonJ and 

[TauntonJ castle (de Castro)， dependent on the parish church of St 

Mary Magdalene [TauntonJ， in the diocese of Bath [and WellsJ 

. about the cure 01 souls of the said parishioners …… (1415)"一一
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Letters， VI， 486.φ“….，. the cねρelof St Laurence in the cast1e of 
Dyngwel [Dingwell in the diocese of Ross， Scotland] of the patron-
age of laymen， by the resignation of J ohn de Dyngwel its rector 

. (1445)"一一一Letters，IX， 464. @"..… the chapel of the cast1e of 
Dangu in the said diocese [of Rouen， FranceJ of the patronage of 

laymen， without cure…… void， by the death of its rector， John Nor-

hanton .…一 (1純益)"一一Ibid.，p. 428. 

いずれも、域塞i今のカペラ'に関する令状である。①は係争に護及してお

り，その一方の当事者は、カペラの聖堂誌往民グであるo カペラとはステイ

プルグロウヴ礼拝堂をはじめとしてトーントン域塞内の礼拝堂まで7件にお

よび，しかもそれらはすべてトーントンのマグダラの恕女マリ

ぉ鰻礼拝堂である。争点は聖堂区住民む司牧犠隈であるという。裂するにこ

の域塞内の礼梓裳もまた，撃さ設院聖堂の娘礼拝震として司牧を分担していた

ことになろう。

令状舎には司教・非瑚牧のいずれとも惑かれていない。令状命はフランス

非奇教と明記さ予れている。竣畿内のカペう?とは，主とし

成員の礼罪の便3誌のために設費されたものであろう o しかし窃のような事例

からすれば，盟主主区聖堂の娘礼拝堂として再教を分担することもありえたと

考えられる。いいかえると，議塞内礼拝堂であるからといって，すべてが非

苛牧とは隈らない。また城審といえばおそらくすべてにカペラがあり，カペ

ラのない城塞は考えがたい。しかし f教皇令状簿』では，議塞内のカペラ?に

る?膏報が鰻肢に少ない。

[46] “…… the chapel without cure caIIed de Kaledarie ( ? the 
chapel of a guild of Kalendars) in the diocese of Canterbury . 

(1423)"… Letters， VII， 285‘ Cf. also p. 632 (lndex). 

これは刊本「教皇令状簿」の編者の推定によればカレンダ製造業者のヂJレ

ドの礼拝堂であり，やはり非司牧である。ギルドも独自にカペラをもってい

ようが，刊本主教皇令状簿』ではその関連の情報が少なししかも司教・非

司牧の別にまで言及していない。

[47] “...... the comρatible [compatibilis] chapel of法apertonin 
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the diocese of Wel1s…日 (1421)"…- Letters， VII， 220. 
ζのカペラは，形容語、コムパティピリスグぎを帯びている o "j開立可能なか

とはf患の奇牧課職隷との兼任を許容するということで，間接的にこのカペラ

告体は非司牧であることを意味する。この形容謁に際しでは，すでに前様第

2館で述べている。

[48] “…… the house or chゆelof St Anthony without the wal1s 

of Y ork of the said order [of St Augustine] is dependent on， and is 

subject and wont to pay a yearly pension to the said house of [St 

Anthony， London]…… (1446)九一…Letters，IX， 527. 

修議会系の、家'あるいは、礼拝堂グと呼ばれるものの警察聞として追認し

た。非司牧か否か，その点までは不明である。ともあれ施設の名称としての

、カペラグは，出黙のことながら修議会でも用いられていた。

* * * * * 

この第5小舗では，その他の非可牧聖職援としてのホカペラ'を，すなわ

ち比較的小規模なワし拝堂'をあつかっ

しかし引用 [37]では， I河じ、カペラ汐でもまず、ウィンザ、およびウエスト

ミンスグの国王の、自由なカペラグに言及した。ウィンザ・ウニιストミンス

タの開墾堂はいずれも在俗参事会聖堂であり，略戦はカペラでも単なる吟し

拝堂かではない。筆者はこれまで独立の在俗参事会整震としてのカペラに可し

持所グという訳語を充て，小規模な、干し拝堂'と底部してきた。この第5小

部む検討対象は比較的小堤模なホ礼拝堂グであって，王立自a3礼拝見庁のよう

な独立の重量堂ではない。

また号!罵 [38Jでは，史料の文離で、カペラ泌パロキアリスかすなわち

震区の礼拝堂。と警かれているものに言及した。 るにこのカペラは，本

塑窓から速い村落イ主民のための派出所つまり支議堂マあった。従って

誌の礼拝鷺グは，司牧聖職禄であることからして以下の一連の礼持堂から

別される。
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号j舟 [39]では，史料文蔀で、カンターリア汐すなわちミサを、歌うか場

と警かれているものに議及した。しかもカン夕、…リアとカペラとの 2語は

用例においても立換牲が認められ，事実上の開議轄でありえた。またカペラ

のうちでもカンターリアと互換的に呼ばれるものは，やはり比較的小規模の

マし拝堂。であり非可牧である。なおこの引崩におけるカペラは，いずれも司

教腔聖堂の内部に設置されている。

号i屠[40]の対象もやはりカンターリアあるいはカベラであるが，前出[39]

の事例とは異なって，設憧場所は謹堂区聖堂の内部である。カペラーヌスは

奇妻女綾謹堂のみならず謹堂区盟堂所属のぼあいもあり，しかもやはり非現牧

である。なお引用[41Jでは，史料の記載状況に言及した。それらもまた非

寄牧のカングーリアに関する令状であるが，刊本『教皇令状簿』だけでは実

態が不明のものも少なくない。

号i毘[42]では，史料文直に、リーベラ=カペラかすなわち、島出礼拝堂'

と審かれているものに潜及した。、リ…ベラ=カペラグには韻出 [36]でも

及したが，ぞれらはいずれも王立の、自由礼拝所かであり，組織纏戒におい

て在俗参事会聖堂であったc しかし引用 [42Jの事部はおそらく小規模な":fL

って，主主俗参事会聖堂ではない。またこれらの令状では，カペラ

ヌスに潜2えされず，礼持堂の、クースト…スグや*レークトlレグに言及さ5れ

ている。レークトルは，聖堂区の司祭そ窓味することが多い。しかしこのぽ

あいは，一方のクーストースとともに礼拝堂勤務の司務者であろう。これら

札捧堂司祭者の毅も，すべて非寄牧と警かれている。

寺IJ=言 [43Jでは，史料文運に単に、カペラグと おり，自路礼拝堂

か否かは不明である。しかしいずれにも‘レークトノゾが配属され，ま

胃牧である点において上記の詣出礼拝金設と共通している。マナ領主む私的礼

拝堂ではないか。

寺i罵 [44Jでは，小環境礼拝堂の瑚祭者の定員に替及した。号j吊 [38]以

下の非司牧のカペラとは，いずれも定員1名か2名程度の小錦模な礼拝堂で

あろう。

引用 [45Jでは，域畿内のカペラ した。城塞内のカペラとは，主と
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して域審構成員の礼拝の欝宜のため れたものであろう。しか

内礼捧2設であるからといって，すべてが非司牧とは誤らない。状祝にfOじ

て，窪堂区住民の湾牧を分担することもありえたといえよう。

ほかに 3件の令状そ引用した。いずれも特異なf警報を伝えている。号IJ=言

[46Jのカペラはカレンダ製造業者のギルドの専箔礼持殺と推定され，やはり

非司牧である。引用[47Jの?をベラは形容詞ホコムパティピリスかを帯びて

おり，鱒接的に非碍牧であることそ示唆している。最稜に引毘 [48]は，修

道会系の、家グあるいは、礼拝堂グと呼iまれるものの事摂として追記した。

いずれに司会よカベラと呼ばれるものは，き援護において多様である。引用

[37Jは，実態において在俗参事会聖堂であった。引用 [38Jの、聖堂区の礼

拝堂'は，本型殺の訳出所としてある程度の弓牧議務を遂行した。主題 [39J

に不都薙なところもあるが，すべて非司牧の小錦摸札押堂であろ

う。非奇牧の聖職様といえはこお種の小競模礼拝議もそれである。

れ その偽の非司牧犠職禄施療艶・大学

最後にホその他の非司牧聖職議'として，施撲践と大学とに簡単に触れて

おこう。

[49J Q)"...... the poor hospital of Geratblathan [Strathblane in the 

diocese of Glasgow， Scotland]， with cure …… (1429)九一価Letlers，VIII， 
100f. @“….. the poor hospitaZ of Strathblathan….. with cure . 
void and reserved by the death of William de Chonigan， its rector 

. (1429)"-lbid吋 p.102. @"....日 thehospital in the place of 
Polmade ...・ a・towhich is annexed the pari器hchurch of Strablane 

[sicJ ..・'" (1454)"一一Letiers，X， 623f. @"..…. the ρoor hospital of St 
Andrew， Denwall' in Wyrall' [Denhall]， to which the parish church 

of Bourton in the said diocese [of Coventry and Lichfield] is 

annexed .…・・ holds the said hospital and church， as a compatible 

benefice， nevertheless， inasmuch as the said hospital is， especially on 

account of the 問 idchurch， called by some an incompatible benefice 

. (1452)"-lbi孔， p. 128f. 
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令状舎から窃までは南…ぉ救貧施。療院に関するもので， φゅの文欝によれ

ば王寺牧事聖職捧であり，まちに司牧寵鞍禄であるこどにおいてきわめて異関に

騰する。誤撞か。 2度にわたって誤植とは考えがたい。では奇牧撃戦禄であ

るといわれるのは詞故か。それは③に記載の通り，ストラスプレイ

るものが付離しているからであろう。舎でも問様に盟笠丞聖堂が付

していることからして，一部から‘開立不珂能8 の謹鞍様であるかのよう

に主張されたという G 之の文脹での胃Y とは噺任かであり，兼任不可

能とは瑚牧聖職捧を示唆ナる。

[50J ①“…… Wil1iam Feyse， warden called master of the hoゆital
of SS John [BaptistJ and Anthony， Lutturworth [LutterworthJ， in 

the diocese of Lincoln…H ・thewardenship or mastership has 匁0
CU1窓 01souls .…υhas been and is compatible， and may in future be 
held with any benefice with cure or otherwise incompatible . 

(1436)"一一Letters，VIII， 553. @“…… the rectorship wit，加ut cure， 
called the wardenship， of the poor hospital of Denwall in the diocese 
of York …… (1427)"一一Ibid.，p. 16. 

令状窃の賂療院の院長職は非司牧と明記され，しかも、両立不可能/f (J)聖

織績との両立が可能であるという。ホ湾立可能かとは，すでに述べたように非

現殺であることそ意味する。②は非司牧と皆記しており，施療龍の段長職に

関しではこれが通例iである。

るに施療院の院長職に関しては，守j毘[49Jのように穫少のまぎらわ

しい事例もある。しかし刊本主教皇令状簿』で見る絞り，圧倒的多数が非再

牧である Q

[51J (γ…. . . a certain perpetual benefice or office without cure多
called the rectorship of the college of 8t Mary and All Saints in the 
university of Oxford ・・…・ (1438)"-Lette民 IX， 35. @"...... the 

wardensh争 without cure of the college or hall de Valens Marie 

[Valence Mary (Pembroke College)， Cambridge] in the絡 iddiocese 

of Ely …… (1438)"-Letters， IX， 36. Q号“…… theρrovostship with-
out cure of the royal college called Oriell [Oriel] in the university 

of Oxford …ぃ (1445)"-Ibi，ム p.497. @"To Robert Wodelarke， 
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rector called provost of the royal colle伊 ofSS Mary and Nicholas， 
Cambridge， in the diocese of Ely …… the said pr切!ostship，which has 
cure …… (1470)"一一Letters，XII， 753. @“…… the wardenshiP， an 
office without cure， of the new college in the diocese of Winchester 
…… (1435)"一Letters，VIII， 529. /“….. the perpetual office called 
the wardenshiP of the colIege of St Mary， Winchester三withoutcure 
. (1453)"一-Letters， X， 127. 
NOTE: College of St Mary，試 Winchester，sometim倒 calledWyk令

ham College， a seminary for the College of St Mary Winchester， 

commonly called New College， in the University of Oxford-

Dugdale， op.ci人 pp.1380f. 

大学の学寮長は，これらの事例から知られるようにレークトル・クーストー

ス・プラエポシトゥスなどと呼ばれる。では学寮長職は司牧か非司牧か。そ

の点については『教皇令状簿sの情報が極端に少なしここでは令状をむまで

非蒋校3件と瑚牧l件の合計4件を指揮するだけに留めざるをえない。

なお令状舎のウインチェスタの円3レーギウムダとは，注記の通りヌ?クス

ブアドの時名の学寮のいわば予欝校である。そのクーストース職もま

牧であるという。

* * * * * 

この第6小節ではホそのf患の非司牧顕職様:蕗療読・大学汐として，

院の設楽職と大学の学察長識とに簡単に触れた。

引用 [49]および [50]では，雄療践の鶴長職を扱った。 まぎらわ

しい事例もあるが， fU本『教皇令状簿zでト見る隈り筏i的多数が非司牧であっ

た。引用 [55Jでは，オクスファド・ケムプリヂの学寮長職のほかにウイン

チェスタの、コレーギウムグの学察長職にも言及したο検出件数では，非司

教の事例が多い。しかし検向件数それ自体が少ないので，安易な一般化は避

けておとう。
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〈おわりに〉

本稿は表題に記載の通り，前稿「中世後期イギリスの聖職禄に関する覚書

術語の分類・整理」の、追補'である。前稿は4節と[付録]とで構成さ

れていたので，本稿はいわば第5節に相当する。前稿が主として司牧聖職禄

を扱っているのに対して，本稿では非司牧聖職禄に関する史料情報を検証し

た。説明の便宜から，この第5節を次の 6小節に分けた。第2小節・第3小

節は，財源の種類による区分である。

S 1 参事会関係の非司牧聖職禄:要職参事会員

S 2 参事会関係の非司牧聖職禄:一般参事会員(1)

S 3 参事会関係の非司牧聖職禄:一般参事会員(2)
s4 参事会関係の非司牧聖職禄:一般参事会員の代行者

S 5 その他の非司牧聖職禄:礼拝堂

S 6 その他の非司牧聖職禄:施療院・大学

各小節の末尾ではそれぞれの要約がなされているので，ここではもはや内

容を反復しない。非司牧聖職禄に関する術語の分類・整理として，このよう

な小節の区分が果たして適切で、あるか。その点の吟味は筆者自身にとっても

今後の課題であり，今回の作業は将来の再検討に向けて作業仮説の提示を意

図したものである。

一 175-



北大文学部紀要

巨宣聖堂区関係の非司牧聖職禄:主としてアイルランド

本稿執筆の過程で，アイルランドにはイングランドの通念で説明しえない

事情がいくつか判明した。しかしそれを本文に挿入すれば説明が繁雑になる

ので，乙れを[付録]とした。

まず前稿第3節の副題を想起されたい。その副題には、聖堂区関係の司牧

聖職禄汐と書かれていた。聖堂区とはそもそも司牧の管区であるから，聖堂

区関係の聖職禄は司牧聖職禄であって当然である。では以下の事例はどのよ

うに理解すべきか。

[52J ①“…… the said rectory [of Keadew， IrelandJ which is 

without cure …… (1401)"-Letters， V， 373. Cf. also pp. 453f. ② 

. his perpetual benefice without cure called the rectory of Kedy 

[Keadew J， which is not in any church …… (1407)"一一Letters，VI， 

121. Cf. also VII， 483，503; VIII， 605. ③“…… rector of the parish 

church of St Bridget， Nurnagy [Urney J αlias Kade [Keadew J ， ・・

the said rectory， without cure…… (1466)"一一Letters，XII， 513f. 

これらは、レークト 11/"職に関する記録であるが，文面には紛れもなく非

司牧と明記されている。誤植かあるいは刊本編者の誤記か。一度だけならそ

の可能性もあろうが，これだけの事例があれば，もはや誤植でも誤記でもな

い。レークトルとは一般に聖堂区の司祭を意味し，聖堂区司祭が、非司牧グ

であるというのはまさに形容矛盾である。

地名の発音が不明なので頭文字で説明しよう。令状②では、彼の非司牧の

恒常的聖職禄がK聖堂区のレークトル職と呼ばれる汐といわれ，しかもそれ

は、いずれの聖堂内にも存在しないかと書かれている。それに対して最後の

③では、UあるいはKの聖ブリヂト聖堂区聖堂のレークトル職グと明記され

ており，やはり非司牧であるという。

では令状②・③の記載の相違をどのように解釈するか。まず②でK司祭職

が、いずれの聖堂内にも存在しないかというのは，あたかもその司祭が所属
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すべき聖堂それ自体の存在を否定しているように読める。しかしそれは，い

わば容器としての、聖堂区聖堂グと内容物としての、聖堂区司祭職汐とのお

そらく名称の次元の問題であろう。

当面の推定を述べるならば，内容物としての、K聖堂区司祭職。は容器と

しての、U聖ブリヂト聖堂区聖堂'に所属していた。要するに，内容物の名

称と容器の名称とが一致していない。従って②の意味は，内容物の名称から

、K聖堂区聖堂グという名称の容器の存在を想定したところで，そのような名

称の容器が存在しないということであろう。

他方の③では，司祭職の通称を聖堂の名称に加味して、UあるいはKの聖

ブリヂト聖堂区聖堂'と表記した。従ってもはや②とは異なって，そのまま

の名称の聖堂がないことを特記するまでもなかった。いずれにせよここで

は，職名が、レークトルグであっても，非司牧と記載される事例がありえた

ことを確認しておこう。

容器の名称と内容物の名称との不一致は，次の事例にも見られる。

[53J ①“…... the perpetual benefice ωith cure， called the rectory 

of rural lands of Ofichari and Beannfada [Offhicari and BeanfadaJ 

in the diocese of Achonry [IrelandJ， which is in no church …… it 

being alleged by some that the said benefice has not cure 01 souls 

. (1417)"-Letters， VII， 46. ②“…. . . the perpetual benefice with. 

out cure， called the rectory of Offhicari and Brannfada…… (1418)" 

一一Ibid.，p. 109. ③“・…・.the rectory of Offhicari and Beannfada， 

which has no defined church …・・・ (1423)"一一Ibid.，p. 261. ④“…... the 

rectory， with cure， of Offhicari and Beannfada…… which has no 

defined church .…一 (1423)"一一Ibid.，p. 270. ⑤“…・・・ the rectory， with 

cure， of the rural lands of Offichaire and Beandfada…… which does 

not take its name from a defined church …… (1428)"一一Letters，

VIII， 7. 

このばあいも地名の発音が不明なので，頭文字で説明する。問題のレーク

トル職は，令状cg:③④において単に、OおよびBのレークトル職グと呼ばれ

ている。しかしこの、OおよびB汐とは，①や⑤によれば、rurallandsかの

名称であるという。教会行政の単位つまり聖堂区ではなくて，漠然とOの集
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落と Bの集落とを一括してその地域のレークトル職ということか。

後出の引用 [55Jの、聖パトリクの司祭職'とは，現に、聖パトリク聖堂

区聖堂。なるものが存在し，その聖堂の司祭職である。容器としての聖堂の

みならず，内容物としての司祭職もやはり同じ、聖パトリクグの名称を帯び

ている。それに対してO'Bの司祭職は，③④によれば、特定の聖堂をもた

ないグという。その意味は，前出引用 [52Jの②の刊ュずれの聖堂内にも存

在しないグという文言と同一であろう。最後の令状⑤では，まさにその名称

に関して、特定の聖堂に由来するものではない汐という。これもまた，容器

の名称と内容物の名称との相違に注意を喚起したものといえよう。

問題はむしろ司牧義務の有無にある。令状②ではまず司牧聖職禄と書か

れ，それに対してこれを非司牧と主張するものの存在を指摘している。その

主張の結果であろうか，②では非司牧であるが，④⑤ではまたしても司牧聖

職禄に戻っている。ここではとりあえずその事実に注目しておこう。

[54J ①“…... the church， by some called a prebend， by others a 

rectory， of Killrog [KilroeJ in the said diocese [Killala， IrelandJ， of 

the patronage of laymen， without cure …… (1428)"-Letters， VIII， 7. 

②“・…・・ the perpetual benefice without cure (simplex)， called the 

prebend or rectory of Kyl1uog in the said diocese of Killala， value 

not exceeding 3 marks …・・ (1428)"一 -Ibid.， pp. 72f. 

これは、プラエベンダグとも、レークトル職。とも呼ばれ，しかも非司牧

である。では司教座のプラエベンダか，あるいは在俗参事会聖堂のプラエベ

ンダか。文面ではいずれとも判然としないが，索引ではキララ司教座のプラ

エベンダとして書かれている。本稿 92では，レークトーリアを財源として

プラエベンダを創設する事例に言及した。これも仮にその同類であるとすれ

ば，レークトーリアの司牧義務を恒常的代行者へ委任し，プラエベンダとし

てはその義務を解かれているということであろう。

[55J ①“・…..a perpetual benefice cal1ed the rectory in the parish 

church of St Patrick de Bruimghuing alias de Machary lnnyubair 

[Drumgoon alias Machary lnnyubar J…… the said benefice， which is 

without cure …… (1454)"一一Letters，X， 729f. ②“…・・・ the rectory of 
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St Patrick's de Druynguin alias de Macharym Nybayr (sic)…… in 

the diocese of Kilmore [IrelandJ …… without cure …… (1455)"一一

Ibid.， p. 722. ③“・…..the rectory of St Patrick's， Dr[uJmguyn alias 

Machariminbayr， in the said diocese， without cure …… (1455)"-

Letters， XI， 215. 

令状②・③はともかくとして，①では、聖パトリク聖堂区聖堂内のレーク

トノレ職汐と明記されている。要するに容器と内容物とが名称において一致し

ており，その点ではまさに通例に属する。しかしこのぼあいもまた，レーク

トル職の通例に反して文面では非司牧であるという。

ところで引用 [52Jから [55Jまではすべて、レークトル職。に関する記

録であり，しかもそれらはすべて非司牧であるという。 [53Jでも一時期とは

いえ非司牧と書かれていた。聖堂区司祭職が非司牧であるというのは，再三

指摘の通り異例であるが，異例とはいえ事例が皆無ではなかった。またこれ

らの異例はすべてアイルランドのものであり，アイルランド以外からは発見

しえなかった。

ではアイルランドのレークトル職がすべて非司牧か。前稿第3節の引用

[ 3 Jでは 4件の事例のすべてに司牧聖職禄と明記されていた。若干の事例

を追加しておこう。

[56J ①“…... Master J ohn Preen， papal chaplain and auditor， was 
so old and weak that he could not exercIse the cure of his church 

of St Patrick's， Trym [TrimJ， in the diocese of Meath [IrelandJ， 

and proposed to resign [the recotry J…… (1428)"-Letters， VIII， 

57f.②“…… the rectory …… whose cure is wont to be exercised by 

a perpetual vicar， of Rosfyndglaisse alias Oregain [in the diocese of 

Meath J ・…・・ (1431)"一一Ibid.，pp. 200f. ③“…… Nicholas Onaraid， 

priest， rector of the rectory of the parish churches of the rural lands 

of S1iabloga [Sliabhlugha in the diocese of Achonry， IrelandJ 

has neglected mass and other divine offices and the cure of souls 

. (1432)"一一Ibid.，p. 416. 

令状①では，高齢と体力低下とで司牧が不可能であるという。また②で

は，司牧義務が慣例として恒常的代行者によって遂行されている。さらに③
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では，司牧義務の不履行を告発された。要するにこれらは，間接的に司牧義

務の存在を物語っている。

[57J “…… the rectories …… of Raythcurrnan [KilcurnanJ and 

Balymgarrga in the diocese of Tuam [lrelandJ …… had but little 

cure of souls …… [archbishop John of TuamJ suppressed it and 

transferred it to the perpetual vicars or chaplains or ministers of the 

churches of Kyllmygany [KilmainemoreJ and Crosbuythyn [Cross-

boyneJ respectively …… (1418)"-Letters， VII， 96_ 

これらR聖堂・ B聖堂の 2件のレークトル職は司牧の対象者が皆無に近い

ので，大司教が両聖堂を抹消してK聖堂・ C聖堂へそれぞれ移管し，皆無同

然の司牧義務をK・C両聖堂の恒常的ウィカーリウスあるいはカペラーヌス

あるいはミニステルの義務に追加した。文面はそのように読める。 R.B両

聖堂の 2件のレークトノレ職は，それぞれ相応の司牧対象があれば独立の聖堂

としてすなわち独立のレークトル職として存続しえたであろう。司牧義務

は，この事例でもレークトル職に固有のものと観念されている。

[58J ①“…… the rectory of the church of Donnachmor [Donagh-

more in the diocese of Ossory， IrelandJ， which is regarded as having 

cure， but has not (que habitu non tamen actu curata existit)， the 

value of whose fruits， which he has not yet received， does not 

exceed 8 marks sterling(1429)"一一Letters，VIII， 96f ②“…… the per-

petual benefice called the rectory of the ecclesiastical fee of the par-

ish church of Glanberchian [CastlehavenJ in the diocese of Ross 

[lrelandJ， which has habitual but not actual cure of souls …… void 

by the death of Donatus Chollachyan (rectius Ohollachyan)， perpetual 

benficiary in the said church， called rector (perpetuum beneficium 

rectoria feudi ecclesiastici parrochialis ecclesie de Glanberchian nun-

cupatum Rossensis diocesis cui cura habitu sed non actu imminet 

animarum， et quod quondam Donatus -…--obtinebat)……(…… the 

cure of the said church of Glanberchyan has been wont to be exer-

cised by its perpetual vicar alone)…… (1447)"一-Letters， X， 322f 

③“・…ー therectory of the parish church of Glanberchyan called [the 

rectory J of rural fees in the said diocese， void by the death of 

Thomas Chedersegyoll (rectius Ohedersegoyll)， rector of the said 
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church …… having habitual but not actual cure of souls which is 

exercised by a perpetual vicar (rectoria parrochialis ecclesie de Glan-

berchyan feudorum ruralium nuncupata dicte diocesis ...… et cui 

cura per vicarium perpetuum exerceri solita加がtused non actu im-

minet animarum…… (1447)"一一Ibid.，p. 323. ④“…… the rectory of 

rural lands of Wal1nachdarach [Umal1 Uachdarach in the diocese of 

TuamJ…… which is not parochial and has habitual but not actual 

cure of souls …… (1448)"一一Letters，X， 408f.⑤“…... the rectory of 

the parish churches of Ocormaege [Ui Cormaic in the diocese of Kil-

laloeJ， which …… has habitual cure of souls， but not actual， seeing 

出atits cure is exercised by the perpetual vicars …一 十一日・ que 

加bitunon tamen actu， cum i1lius cura animarum per perpetuos 

vicarios…… execeatur)…… (1460)"-Letters， XI， 415. 

これら 5件には，いずれもり¥ビトゥスによってグと書かれている。ここ

でり¥ビトゥスグとは，端的にいえば、外観グであり、名称グである。レー

クトル職という名称からすれば司牧義務が想定されるにもかかわらず，現実

にはその義務がないという。

令状①のレークトルは，その職からの収益8マーク未満をいまだに受領し

ていない。司牧義務を免れているのは，その理由によるものか。④のばあい

は名称においてレークトル職であるが，それはりTロキアーリスでないかと

いう。聖堂区のレークトル職ではないということであろう。司牧義務の欠如

は，司牧対象者それ自体の欠如によるものか。②③⑤では司牧義務が恒常的

ウイカーリウスに委任され，そのことによって名義上のレークトノレが司牧義

務を解かれている。要するにこれら 5件は，それぞれ別な理由によって非司

牧になっている。

なおカース1レヘヴンの聖堂区には，②の、聖職知行'のほかに③の、村落

知行。が存在し，それぞれの知行にレークトルがおかれている。しかしそれ

ぞれの実態や両者の関係については，別稿での検証に委ねざるをえない。

レークト1レが令状文面でヲド司牧グと明記されることは，イングランドや

ウェイルズでも皆無ではない22)。しかし刊本『教皇令状簿』から見る限りで

は，アイルランドにその事例が多い。



北大文学部紀要

22) ①“…・・ r巴ctorJohn …… of the church of Turresmera [Tusmore] in the 

dioc巴seof Lincoln， which is only habitually parochial [que habitu non tamen 

actu parrochialis]， and which within the memory of man has had no parish-

ioners …… the said church， value not巴xceeding3 marks sterling …---shall， as 

long as no parishioners enjoying parochial rights reside within its bounds， be 

compatible with any other benefice， and be a free chapel [of John Langstone， 

the patron](1441)"一-Letters， IX， 178_ ②“・…・・ the church of Landussul [Llandys-

sil] and its appurt巴nancesin the [rural] deanery of Sub Ayron was lawful1y ap-

propriated to the chapter of St Davids [Wales] for the use of the canons 

residentiary …… the said church， which is not ρarochial and is without cure 

. (1459)"一一Letters，XI， 548. 令状①はイングランドの事例であり，これにもり、ビ

トゥスによってかという文言とともに、パロキアーリスでない。ことが書かれている。し

かもタスモアの聖堂なるものは人の記憶する限りにおいて司牧対象者をもたず，その状態

が続くようであれば自由礼拝所として扱われるという。また令状②はウェイルズの事例で

あり，これにも、パロキアーリスでないかと書かれている。

[59J ①“…… to Andrew Macbradayg [MacBrady J ， [rural] dean 

[decanus ruralisJ of the place of Drumlethan in the diocese of 

Kilmore [lrelandJ …… the rural deaneηof the said place and a 

certain perpetual benefice called the rectory of Kedy [Keadew J in 

the said diocese， which are without cure …… (1436)"-Letters， VIII， 

605. ②“…… J ohn Olucharean， dean of the rural deaneηof the 
place of Tulathoge [TullaghogueJ in the diocese of Armagh 

[lrelandJ…… the said deanery， which is without cure …… (1461)"-

Letters， XII， 160f. ③“…… provision …… of one or two benefices， 

even if one of them had cure or were a rural de仰 eryor archpriest-

ship [-<:ご archipresbyterJ， which is an extra田cathedraldignity with 

cure， or were a dignity etc. in a cathedral or collegiate church . 

(1470)"一一Ibi孔， pp. 742f. ④“…… even if such one or one of such 
two have cure， or be a rural deanery or archpriestshiP， or a dignity 

. (1471)"一一Ibid.，p. 786. 

最後に、デカ←ヌス=ルーラーリス'すなわち地方主任司祭関係の令状を引

用した。教会行政の管区は，大司教管区から始まって司教管区→司教補佐管

区→地方主任司祭管区吟聖堂区と順次細分され，さらに支聖堂区が設定され
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ることもある。要するに地方主任司祭管区とは複数の聖堂区の集合体であ

り，また司教補佐管区は複数の地方主任司祭管区で構成されるお)。しかし刊

本「教皇令状簿』では，司教補佐管区・聖堂区と比較して地方主任司祭関係

の情報が極端に少ない。この 4件は，その少ない情報のうちの一部である。

23)拙稿「イングランドの‘司教補佐か一一1300年から 1541年までJ (上)北海道大学

『文学部紀要』通巻68号，第3節

令状①②は，アイルランドの事例である。「教皇令状簿』で司牧・非司牧の

別に言及しているものはこれら 2件しか検出されず，いずれも非司牧であ

る。では地方主任司祭職はすべて非司牧であるか。

令状③は特定の主任司祭職ではなくて，占有可能な2件の聖職禄のうちの

1件について選択肢として、地方主任司祭職あるいはアルキプレスビテル

職'をあげたに過ぎない。他の選択肢は何らかの司牧聖職禄であり，あるい

は司教座聖堂か在俗参事会聖堂かの、ディーグニタース'であるという。な

おこの文脈でのアルキプレスビテルとは，地方主任司祭職そのものにほかな

らない。いずれにせよ選択肢としての主任司祭職は、司教座以外のディーグ

ニタースグで，しかも司牧聖職禄であってもよい。要するに地方主任司祭職

には，司牧聖職禄の可能性もある。これに令状①の情報をも考慮すれば，主

任司祭職は可能性として司牧・非司牧のいずれでもありえた。

では地方主任司祭職が司牧聖職禄であるというのはどのようなことか，逆

に非司牧の聖職禄であるというのはどのようなことか。その疑問について

は，筆者の手もとの史料・文献だけでは解答がえられない。

令状④は，文脈において③と共通している。というよりも地方主任司祭職

は，①②だけを例外として，大半はこの文脈でつまり選択肢として『教皇令

状簿』に登場する判。いずれにせよ「教皇令状簿』では，現職の主任司祭に関

する情報が極端に少ない向。

24)令状③④はいずれもスコットランド関係のもので，類似の情報はほかにもある。ス

コットランド:Letters， X， 515f.， 517f.， 657; XI， 173， 301， 43lf.， 449， 594f.， 596; XII， 
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798. アイlレランド:XI， 157f.， 409f.， 487f.; XII， 819. イングランド:XI， 146f.，561， 

660 

24)“H ・H ・thefreedom of the prior [of the Augustinian priory of Bruton in 

the diocese of Bath and WellsJ and such [secularJ chaplain from holding the 

office of rural dean on account of the said [parishJ church [of Bruton， which is 

conventualJ ...... (1400)"-Letters， V， 326f. ②“一…[John Launce， rector of 

Southfleet in the diocese of RochesterJ and his pr巴decessorsfrom tim巴 lmmemo-

rial had been free from the ex巴rciseof the office of rural dean …… there wer巴

other parish churches of the dioces巴， of less reputation and honour than South-

flete [sic]， which enjoyed the same liberty …… (1406)"一一Letters，VI， 103. 

地方主任司祭に関しては，ほかにこの2件の令状が検出された。しかしこれらはいずれも

主任司祭職への就任を免除するもので，現職主任司祭のものではない。また②の後半では

この種の免除を特権と見なしており，世評においてサウスフリートに及ばないような聖堂

でもその特権を享受しているという。主任司祭は概してその管区の聖堂区司祭のうちから

任命されるというが，役職としては必ずしも歓迎されないということか。

* * * * * 

引用 [52J は、レークトルグ職に関する記録であるが，文面には紛れもな

く非司牧と明記されている。アイルランドでは，職名が、レークトル汐であっ

ても，非司牧と記載される事例があることを確認した。

引用 [53Jでは，同ーのレークトル職が司牧・非司牧と記録において動揺

する事例があることを指摘した。

引用 [54Jの聖職禄は非司牧であるが，文面では、プラエベンダ汐ともま

た、レークトル職グとも書かれている。レークトーリアを財源としてプラエ

ベンダが創設されたとすれば，レークトーリアの司牧義務を恒常的代行者へ

委任し，その委任の結果としてプラエベンダとしてはその義務を解かれてい

るということであろう。

引用 [55Jのレークトル職もまた非司牧である。聖堂区の司祭職が非司牧

であるというのは，再三指摘の通り異例である。しかしアイルランドにおい
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ては，異例とはいえそのように記載される事例が皆無ではない。

引用 [56J・[57Jのレークトル職は，いずれも司牧聖職禄である。いいか

えるとレークトル職は，アイノレランドにおいても基本的に司牧聖職禄である

といえよう。とすれば，一方で非司牧の事例が少なくないのは何故か。当面

はその疑問が残る。

引用 [58Jは，レークトル職という名称から司牧義務が想定されるにもか

かわらず，その義務を欠いているという事例である。それは恒常的代行者へ

の委任の結果であるか，あるいは司牧対象者の欠如によるものか，理由は必

ずしも一様でない。

引用 [59Jでは，やはりアイルランドの、デカーヌス=ルーラーリスかすな

わち地方主任司祭に関する令状に言及した。「教皇令状簿』では，地方主任司

祭職に関する情報が極端に少ない。しかもそれが非司牧であることを明記し

ているのは，アイルランドからしか検出されない。それがどのような理由に

よるものか，手もとの史料・文献では判然としないが，ここではとりあえず

そのような令状の存在を指摘しておこう。

* * * * * 

この[付録]の検証対象は，副題に記載の通り主としてアイルランドであ

る。しかもアイルランドの、聖堂区関係の非司牧聖職禄汐に関する史料情報

の発信を意図したものである。筆者は刊本『教皇令状簿』の判読を続ける過

程において，アイルランド関係の令状にはイングランド・ウェイルズ・スコッ

トランドと異質の情報があることに気付いた。

ではそれらの異質な情報をどのように解釈すべきか。筆者にはいまだに確

信がない。しかし他日の再考に備えて，この[付録]ではとりあえずそのよ

うな情報の存在を指摘した。

以上
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